PC98-NX シリ-ズ NEC 

Mate/Mate J 

はじめにお読み < だをい 

タイプ ME、 タイプ MA、 

タイプ MC (コンパクトタワー型） 

(Windows Vista® Business インストールモデル） 

(Windows Vista® Home Basic インストールモデル） 

(Windows® XP Professional インス I ルモデル） 

(Windows® XP Home Edition インス I ルモデル） 


お買い上げいたださ、まことにありびとラございまず。 

個包箱を開けた5、まず本書の手順通りに操作してください。 

本書では、特にことわりのない場含、 

• Windows Vista® Business with Service Pack 1(SPl)、 および Windows Vista® 
Home Basic with Service Pack 1(SPl) を総称して、 Windows Vista と表記しまず。 

• Windows® XP Professiona しおよび Windows® XP Home Edition を総称して、 
Windows XP と表記しまず。 

なお本書に記載のイラストはモデルによりをか異なりまず。 

[11 型番を控える . 2 

本製品の型番を控えます。 

居]添付品の確認 . 11 

不足しているちのや、破損しているをのびないかを最初に確認します。 

豆]設置場所の決定 . 1已 

設置する場所をまめます。 

应]添付品の接続 . 17 

使い始めるのに必要な機器を接続します。接続する前には、必ず添付の『安全 
にお使いいただくために』をお読みください。 

[5 ] Windows のセッ ト ァップ ... 42 

初めて電源を入れると去には、 Windows をセットアップします。 

度]お客様登録. ..... 已 7 

お客様の登録をしまず。 

0 マニュアルの使用方法 ....... 已 7 

添付されているマニュアルの使い方について説明しています。 

0使用ずる環境の設定と上手な使い方 . .60 

使用する環境や運用、管理する上で便利な機能を設定します。 

付録機能一覧 . .66 

仕様を一覧表にまとめています。 

り 01 Windows Vista 利用時の留意事項 . 84 


操作の流れ 

▼ 

▼ 

▼ 
















T ] 型番を控える 


型番を控える 


栖包箱のステッカーに記載されているスマートセレクション型番（1日巧の型番 
です）、またはフリーセレクション型番（フレーム型番とコンフイグオプション型 
蚕）を、このマニュアルに控えておきます。型番は添付品の確認や、再セ、ソトアッ 
プをするときに必要になりますので、必ず控えておくようにしてください。 


フリーセレクション型番の場合は、型番を控えておかないと、徊包箱をなくした場合に 
再セットアップに必要な情報が手元に残りません。 


111111111111111111111111111111111111111111111 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXX 


( さI ま P[- いい XXXXXXXX 1 1111111111111 




左が 「スマートセレクシ ョ ン 型番」、右が 「フリーセレクシ ョ ン 型番」 のステ ッ カー 
です。 

スマー トセレクシ ョ ン 型番の ステッカーの 場合は、「スマー トセレクシ ョ ン 型番 
を控える」へ、 フリーセレクシ ョ ン 型番の ステッカーの 場合は、 P .6 「フリーセレク 
ション型番を控える」へ進んでください。 


スマー ト セレクション 型番を控える 


スマートセレクション型番を控えます。控え終わったら、 P . ll 「2 添付品の確認」 
へ進んでください。 

1. スマート セレクション型番を次の枠に控える 


1111111111111111111111111111111111111111111 ill 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXX 

L , ご t - - ]j 111111111111川 III ' つっ —トセレクシ：-"、/井 ij を 



型番を控える 

































O O 0000000 

PC-M □ 田 □□□□□□□5 


□の意味は次の通りです。 


〇モデルの種類を表しています。 



型番 

モデル 


Y 

Mate 


J 

Mate J 


©CPU のクロック周波数の種類を表しています。 



型番 

クロック周波数 


18 

1.80 GHz 


20 

2 GHz 


24 

2.40 GHz 


28 

2.83 GHz 


0 CPU の種類を表しています。 



型番 

CPU 


A、R 

インテルを Core ™2 Duo プロセッサー 


L 

インテル® Pentium ® デュアルコア•プロセッサー 


X 

インテル® Celeron ® プロセッサー 


〇本体の型の種類を表しています。 



型番 

本体の型 


E 

タイプ ME 


A 

タイプ MA 


C 

タイプ MC (コンパクトタワー型） 


0 ディスプレイの種類を表しています。 



型番 

ディスプレイ 


S 

17型 TFT - LCD ( SXGA ) ( LCD 73 VXM - V ) 


V 

19型ワイド TFT 丄 CD ( WXGA +) ( LCD 194 WXM - V ) 


Z 

なし 


型をを控える 



















































O インストール OS 、 選択アプリケーシヨンの種類を表しています。 



型番 

インストー J レ 0S 

選択アプリケーシヨン 


B 

Windows Vista Business 

Office Personal 2007 with 
PowerPoint 2007 


A 

Office Personal 2007 


R 

なし 


Y 

Windows Vista Home Basic 

Office Personal 2007 with 
PowerPoint 2007 


下 

Office Personal 2007 


3 

なし 


G 

Windows XP Professional 

Office Personal 2007 with 
PowerPoint 2007 


F 

Office Personal 2007 


E 

なし 


V 

Windows XP Home Edition 

Office Personal 2007 with 
PowerPoint 2007 


N 

Office Personal 2007 


U 

なし 


Ofdd 、 dvd / cd ドライブ、キーボード&マウスの種類を表しています。 



型番 

FDD 

DVD/CD ドライブ 

キーボード&マウス 


H 

FDD 

DVD-ROM 

PS/2 109 キーボード 
& PS/2 マウス（ボール） 


1、D 

CD-R/RW with DVD-ROM 


5、7 

DVD スーパーマルチドライブ 


2、G 

なし 

DVD-ROM 


N 、 U、R 

CD-R/RW with DVD-ROM 


目、 X、S 

DVD スーパーマルチドライブ 


〇通信機能、合計メモリ、グラフィックアクセラレータ、再セツトアップ用媒体の 
種類を表しています。 



型番 

通信 

機能 

合計メモリ 

グラフィック 
アクセラレータ 

巧セットアップ用 
媒体 


2 

LAN 

2GB(1,024MBX2) 

チップセットに 
内蔵 

再セットアップ用 
媒体添付&巧セット 
アップ用バックアップ 
イメ ージを HDD に格納 


9 

1GB(1,024MBX1) 


S 

1GB(512MBX2) 


M 

512MB(512MBX1) 


1 

2GB(1,024MBX2) 

再セットアップ用 
バックアップイメージ 
を HDD に格納 


X 

1GB(1,024MBX1) 


R 

1GB(512MBX2) 


U 

512MB(512MBX1) 


型をを控える 
































































o ハードディスクの容量、箇体アクセントカラーの種類を表しています。 



型番 

ハードディスクの容量 

箇体アクセントカラー 


8 

80GB 

ダー クブルーまたはなし 


9 

エレガントシルバー 


※上記の〇〜〇の全ての組み合わせが実現できているわけではありません。 


JiLh で型番を控えるは完了です。 

かじ p . ll 「2 添付品の確認」へ進んでください。 


型をを控える 










ン型番を控える 


フレーム 型番と コンフィ グオプショ ン 型番を控えます。控え終わったら、 P .11 口 
添付品の權認」へ進んでください。 

1. フレーム型番を次のチェック表にチェックする 



フレーム型番 


PC-M □ 田 □ 皿 5 

□の意味は次の通りです。 


〇モデルの種類を表しています。 



型番 

モデル 


Y 

Mate 


J 

Mate J 


©CPU のクロック周波数の種類を表しています。 



型番 

クロック周波数 


18 

1.80 GHz 


20 

2GHz 


24 

2.40GHz 


26 

2.66GHz 


28 

2.83GHz 


30 

3GHz 


31 

3.16GHz 


0 CPU の種類を表しています。 



型番 

CPU 


F'G 

インテル ® Core™2 Quad プロセッサー 


A 、 B、R 

インテル ® Core™2 Duo プロセッサー 


し M 

インテル ® Pentium® デュアルコア•プロセッサー 


W、X 

インテル ® Celeron ® プロセッサー 


型をを控える 













































O 本体の型の種類を表しています。 



型番 

本体の型 


E 

タイプ ME 


A 

タイプ MA 


C 

タイプ MC ( コンパクトタワー型） 


0 インストール 0 S の種類を表しています。 



型番 

インストール OS 


R 

Windows Vista Business 


3 

Windows Vista Home Basic 


E 

Windows XP Professional 


U 

Windows XP Home Edition 


2. コンフイグオプシヨン型番を次のチェック表にチェックする 


コンフイグオプション型番 



ホのコンフィグオプション拟降、 COP と略します)型番は、ご購入時に選択した 
ものがステッカーじ記載されています。ご購入されたモデルによっては、選択で 
きな I 、 COP 型番があります。また、ステッカーじ記載されている COP 型番は順不 
同じなっています。 

COP 型番に記載されている英数字の意味はホの通りです。 

0 PC - D - KB 〔 D [ D 、 PC - E - KB □□□□はキーボード、マウス、 USB メモリを 
表しています。 



型番 

キーボード、マウス、 USB メモリ 


RS21 

PS/2 109 キーボード & PS/2 マウス 


USL4 

USB 109 キーボード&光センサー USB マウス 


10T1 

テンキー付き PS/2 小型キーボード &PS/2 マウス 


UFP4 

指紋センサ機能かき USB 小型キーボード & 

光センサー USB マウス 


UFU4 

指紋センサ機能付き USB 小型キーボード & 

光センサー USB マウス + USB メモリ 


型をを控える 




































0PC-D-H[O[O5、PC-E-H[0[05 はハードディスクの容量、 SecureRedirector 
を表しています。 



型番 

ハードディスクの容量 

SecureRedirector 


SC40 

40G 己 

なし 


SE80 、 SA80 、 SC80 

80GB 


SE16 、 SA16 、 SC16 

160GB 


SE32'SA32 

320GB 


DE80 

80GB + 80GB 


DEI 目 

160GB + 160GB 


DE32 

320GB + 320GB 


RE80 

80GB+80GB(RAID1) 


RE16 

160GB+160GB(RAID1) 


RE32 

320GB+320GB(RA1D1) 


CC40 

40GB 

あり 


CE80 、 CA80 

80GB 


〇 pc-D-Mnnnns、 pc - e - m □□□□引よ合計メモリの容量を表しています。 



型番 

合計メモリの容量 


SE51 、 SA51 、 SC51 

DDR2SDRAM 

512MB (512MBX1) 


DE10 、 DA10 、 DA1H 

DDR2SDRAM 

1GB (512MBX2) 


SE10 、 SC10 、 SC1H 

DDR2SDRAM 

1GB (1,024MBXI) 


DE20 、 DA20 、 DA2H 、 
DC20 、 DC2H 

DDR2SDRAM 

2GB (1,024MB X2) 


SE20 

DDR2SDRAM 

2GB に， 048MBXI) 


FA40 

DDR2SDRAM 

4GB (1,024MB X4) 


DE40 

DDR2SDRAM 

4GB に， 048MB X2) 


〇 pc-D-cnnnns 、 pc - e - c [ io [05 は dvd / cd ドライブ（セカンダリマス 
夕） &FDD を表しています。 



型番 

DVD/CD ドライブ &FDD 


VEC2 

CD-ROM 


VCC2 

CD-ROM&FDD 


VED2'VAD1 、 VCD1 、 VCD3 

DVD-ROM 


VER2 、 XER2 、 VAR1 、 

XAR1 、 VARH 、 XARH 、 

VCR1 、 XCR1 、 VCR3 、 

VCRH 、 XCR3、XCRH 

CD-R/RW with DVD-ROM 



VCR2.XCR2 

CD-R/RW with DVD-ROM & FDD 


VEM2 、 XEM2 、 VAM1 、 

XAM1 、 VAMH 、 XAMH 、 

VCM1'XCM1 、 VCM3 、 

VCMH 、 XCM3、XCMH 

DVD スーパーマルチ ドライブ 


VCM2 、 XCM2 

DVD スーパーマルチ ドライブ &FDD 


型をを控える 







































Opc-D-Acnnnn. pc - e - ac □□□□は箇体アクセントカラーを表していま 
す。 



型番 

證体アクセントカラー 


FLEKABL5 

ダークブルー 


GLE 目 

エレガントグリーン 


SLE6 、 ASL5 

エレガントシルバー 


A 己 R5 

ダークブラウン 


〇次の型番はディスプレイの種類を表しています。 



型番 

ディスプレイ 


LCD52VM-V-R し LCD52VM-V-D 、 
LCD52VM-V - し LCD52VM-V-C 

15 型 TFT アナ ロ グ -LCD (XGA) 


LCD73VXM-V-D 、 LCD73VXM-V - し 
LCD73VXI\/I-V-R し LCD73VXM-V-C 

17 型 TFT-LCD(SXGA) 


LCD93VXM-V-D 、 LCD93VXM-V - し 
LCD93VXM-V-R し LCD93VXM-V-C 

19 型 TFT-LCD(SXGA) 


LCD194WXM-V-D 、 LCD194WXM-V-L 、 
LCD194WXM-V-R し LCD194WXM-V-C 

19 型ワイド TFT-LCD(WXGA+) 


LCD205WXM-R し LCD205WXM-D 、 
LCD205WXM 丄、 LCD205WXM-C 

20.1 型高精細ワイド TFT-U ： D(WSXGA+) 


注意ディスプレイの箱、保証書、銘板添付のマニュアルじは「-〇」、「-し」、「ぶし」または 


「- C 」 が書かれていませんが、同じ商品です。 

Opc-D-Apnnnss pc - e - apiuiids は選択アプリケーシヨンの種類を表して 
います。 



型番 

選択アプリケーション 


EPR 

Office Professional 2007 


EPE'APE'AHE 、 

CPE'CHE 

Office Personal 2007 


EPP'A 戶 P'AHP 、 
CPP'CHP 

Office Personal 2007 with PowerPoint 2007 


OPC-D-2HEnnn. PC-E-2HE □□□は増設ハードディスクオプションを表し 
ています。 



型番 

増設ハードディスクオプション 


AD7 

ミラーリング Serial ATA RAID 


SR5 

Standby Rescue Multi 


OPC-D-GFOIID5、PC-E-GFOIID5 はグラフィックアクセラレータを表して 
います。 



型番 

グラフィックアクセラレータ 


EGF'AGF 

NVIDIA® GeForce® 8400 GS 


EDV 

デジタルディスプレイ巧コネクタボード （ DVI-D) 


注意タイプ ME の GeForce ® 8400 GS を選択した場合、インターフェイスが DVI - D のデ 


ジタル液晶デイスプレイと接続するには、別売の「専用コネクター DVI-D (メス） 
デジタルディスプレイケーブル 3 J ( PC - MA - K 35) が必要です。 


型をを控える 



































⑩ pc-D-spEDnss pc-E-spEnns は巧セットアップ用媒体を表しています。 



型番 

再セットアップ用媒体 


VB 

再セットアップ用 DVD-ROM 

Windows Vista Business モデル用 


VH 

再セットアップ用 DVD-ROM 

Windows Vista Home Basic モデル用 


XP 

再セットアップ用 CD-ROM 

Windows XP Professional モデル用 


XH 

再セットアップ用 CD-ROM 

Windows XP Home Edition モデル用 


の PCC-SVEFES はセキュリティ機能を表しています。 



型番 

セキュリティ機能 


D、E 

Fel に a ポ-卜（外かけ） 


の PC-D-EX[I[D3、 または PC-E-EX[I[D3 は保証サービスを表しています。 



型番 

巧証サービス 


4HY 

標準保証拡張 G3 
[4 年間翌営業日出張修理] 


3HY 

標準保証拡張 G3 
[3 年間翌営業日出張修理] 


4DY 

動産総合保険付標準保証拡張 G3 
[4 年間引取修理専用] 


3DY 

動産総合保険付標準保証拡張 G3 
[3 年間引取修理専用] 


4HJ 

標準保証拡張 G3(J シリーズ用） 

[4 年間翌営業日出張修理] 


3HJ 

標準保証拡張 G3(J シリーズ用） 

[3 年間翌営業日出張修理] 


4DJ 

動産攒合保険付標準保証拡張 G3(J シリーズ用） 

[4 年間引取修理専用] 


3DJ 

動産総合保険付標準保証拡張 G3(J シリーズ用） 

[3 年間引取修理専用] 


®PC-D-FD[：FD5、 または PC-E-FDII1FD5 は FDD を表しています。 



型番 

FDD 


E、A 

FDD 


JiLh で型番を控えるは完了です。 

かの「2添付品の確認」へ進んでください。 


m 型番を控える 




























回 添付品の確認 


添付品を確認する 


捆包箱を開けたら、まず添付品が揃っているかどう力\このチェックリストを見 
ながら確認してください。で 一、 添付品が足りな t 、場合や破損していた場合は、す 
ぐじご購入元にご連絡ください。 


個包箱には、このチIックリストに記載されていないま意書きの紙などが入っている場 
合がありますので、本機をご使用いただく前に必ずご一読ください。また、紛失しないよ 
う、保管には十分気を付けてください。 


〇箱の中身を確認する 

P.2 のはたは P.6 の 1 、 P.7 の 2 の型番を参照すると、よりわかりやすくなります。 

□ イ呆証書(本体«包箱に貼り付けられています） 

保証書は、ご購入元で所定事項をご記入の上、お受け取りじなり、保管して 
くださ t 、。保証期間中に万一故障した場合は、保証書の記載内容にもとづい 
て修理いたします。保証期間後の修理 じついて は、ご購入元、または当社指 
定のサービス窓口にご相談ください。修巧によって機能が維持できる場合 
は、お客様のご要望じより有償修理 t >たします。 

□はじめにお読みください（このマニュアルです） 

□本体(ディスプレイやキーボードなどの周辺機器を含まない Mate、 または 
Mate J を指します） 

□キーボード □マウス 


添付品の確認 







グラフィックアクセラレータで GeForce® 8400 GS を選択した場合添付 


タイプ ME の場合添付 

□アナ□グケーブル （DualView 対脑 

タイプ MA の場合添付 
□アナログ変換ケーブル 



•再セットアップ用媒化を選択した場合添付’ 


□再セツトアップ用 DVD-ROM または再セツトアップ用 CD-ROM 


添付品の確認 






































DVD/CD ドライブの種類で CD-R/RW with DVD-ROM、 

または DVD スーパーマルチドライブを選択した場合添イ寸 

□ WinDVD for NEC CD-ROM / Easy Media Creator 9 CD-ROM 
(Windows Vista モデル） 

□ WinDVD for NEC CD-ROM / Easy Media Creator 9 / DLA CD-ROM 
(Windows XP モデル） 


DVD/CD ドライブの種類で DVD-ROM を選択した場合添付 
□ WinDVD for NEC CD-ROM 


&andby Rescue Multi を選択した場合添付（タイプ ME のみ) 



□ Standby Rescue Multi v4 CD-ROM 

□ Standby Rescue Multi アクテイべーシヨンキー案内（アクテイベー 
シヨンキーの記載があります） 



-アプリケーションを選択した場合添イ寸- 

□選択アプリケーション 

Microsoft^ Office Personal 2007、 

Microsoft^ Office Personal 2007 with Microsoft- Office PowerPoint® 2007、 
または Microso が Office Professional 2007 
□ 2007 Office system SP1 CD-ROM 

添付品は、選択アプリヶーションじ添付のマニュアルをご覧ください。 

( P .4 し〇、または P .9 to で選択アプリケーションの種類がわかります） 


キーボード、マウスで指紋センサ機能付き USB 小型キーボードを選択した場合添付 




(タイプ ME 、 タイプ MA のみ） 



マニュアル 

□指紋センサ（ライン型）ューザーズガイド 







キーボード、マウスで指紋センサ機能付き USB 小型キーボード + USB メモリを選巧した場合添か 
(タイプ ME 、 タイプ MA のみ） 

□ USB メモ U 



添付品の確認 






















































SecureRedirector を選択した場合添付 



□ SecureRedirector CD-ROM/ 

SecureBranch AccessManager CD-ROM 
□ソフトウ I アのご巧用条件 （SecureBranch AccessManager 用） 
/SecureRedirector モデルをお使いの方へ 


-保証サービスを選択した場合添が- 

□ 標準保証拡張 G3 または動産総合保険付標準保証拡張 G3 


0ディスプレイがセットになったモデルの場合、ディスプレイの箱の中身につい 
ては、ディスプレイの箱の中のマニュアルで確認する 

(P.31-0 または P.9 2-0 でディスプレイのあるなし、種類がわかります。） 

〇本体にある型香、製造番号とイ呆証書の型番、製造番号が一致していることを確 
認する 


PC-MX XXX "XX 


で一違っているときは、すぐにご購入元に連絡してください。また保証書は大 
切に保管しておいてください。 

なお、フリーセレクション型番の場合は、フレーム型番のみが表示されていま 
す。 


Jil 上で添付品の確認は完了です。 

かの「3設置場所の決定」へ進んでください。 


















回 設置場所の決定 


設置場所をまめる 


C ) 設置に適した場所 

設置に適した場所はホのような場所です。 

♦屋内 

♦温度10で〜35で、湿度20%〜80% (ただし結露しないこと） 

♦平らで十分な強度があり、落下のおそれがない(机の上など） 

X 設置に適さない場所 

次のような場所には設置しないでください。本機（本体とディスプレイ、キー 
ボードなどを含んだ Mate 、 または Mate J を指します）の故障や破損の原因とな 
ります。 

♦磁気を発生するもの(扇風機、スピーカなど）や磁気を帯びているものの近く 
♦直射日光があたる場所 
♦暖房機の近く 
♦薬品や液体の近く 

♦腐食性ガス（オゾンガスなど）が発生する場巧 

♦テレビ、ラジオ、コードレス電話、携帯電話、他のディスプレイなどの近く 
♦人通りが多くてぶつかる可能せがある場所 
♦ ドアの開け閉めで、ドアが当たる場所 
♦ホコリが多い場所 

♦ 本体背面および側面にある通風孔がふさがる場所 
♦ディスプレイの通風孔がふさがる場所 
♦テレビ、ラジオなどと同じ AC コンセントを使う場所 


設置場所のホ定 





設置場所がままったら 


設置する場所がみまったら、本磯の設置と添付品の接続を斤うため、かの点を確 

認してください。 

-本機は精密機器ですから、慎重に取り扱ってくださ I 、。乱暴な取り扱いをする 
と、故障や破損の原因となります。 

• 本体およびディスプレイの接続部は、背面にまとまっています。いきなり壁際 
じ本体およびディスプレイを置いてしまうと、うまく接続できません。机など 
の裏側に回って接続できるような場所を選んでください。 

-通風孔をふさがないようじできるだけ周囲に 15 cm な上のスペースを確保して 
ください。また、キーボードやマウスが余裕を持って操作できる場所もあ要で 
す。 

-横置きで使用する場合は、ゴム足がある方を下にして設置してください。ま 
た、本体の上に約 20 kg までのディスプレイなどを置くことができます。 

なお、ディスプレイや書類などで、通風孔をふさがないでください。 

本機を移動するときは…… 


本機に接続している、全てのケーブル、コード（電源コード、アース線など）を取り 
外してください。本磯を持ろ上げるときは、左右から手を入れて底面を持ってく 
ださい。また、移動中に壁などじぶつけたりすると故障や破損の原因となります 
ので、大切に取り扱ってください。 


W 上で設置場所の決定は完了です。 

かの「4添付品の接続」へ進んでください。 


設置場所のま定 







4) 添付品の接続 


接続するときのを意 


LAN ケーブル(別売）は接続しない 

LAN ケーブルは、本機を安全にネットワークに接続させるため、 Windows の 
セ、ソトアップ、ファイアウォールの設定を終了させてから接続するようじし 
てください。 

本機を接続するときは、コネクタの端子に触れない 

故障の原因となります。 


タイプ ME の場合 


1. スタビライザの取り付け 


本樣じは、本かを縦置きで使用する場合に、安定して設置するためのスタビライ 
ザという脚が添付されています。栖包箱 か ら出したままの状態では、スタビライ 
ザは本かじ取り付けられていません。縦置きで使用する場合は、転倒防止のため、 
必ず〇 か0のい ずれ かの 方法でスタビライザを取り付けて設置してください。 

また、本体を横置きで使用することもできます。この場合、スタビライザをセット 
するあ要はありません。 

横置きで使用する場合は、 P .19 「2 .マウス、 キーボードを接続す引へ進んでくだ 
さい。 

〇スタビライザを2つ取り付ける場合 

① 机の端などに本体を横置きにし、本体をを定させる 

この場合、机やテーブルなどを傷付けたりしないようじ、厚手の紙や布など 
を敷いておくことをおすすめします。 

③ 片方のスタビライザを本体のツメと足に合わせ、スタビライザをち印方向 
にストッパがロックされるまでスライドさせる 


スタビライザを本体に取りかけるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、切ったりしないよ 
うにま意してください。 


添付品の接続 







'ソメ 


③ もう一方のスタビライザも③と同じ方まで取り付ける 


©スタビライザを1つ取り付ける場合 

ホのようじ、本体のち側を壁などじ付けて継置きで使用する場合は、左側にス 
タビライザを1つ取り付けることで設置することができます。 


本体の左側に通風孔があるため、壁などでふさがないように設置してください。 


P.17 「〇スタビライザを2つ取り付ける場合」と同じ方まで、左側に1つ取り付 
ける 



1つのスタビライザのみをセットする場合は、転倒防止のため、必ず反対側の側面を壁 
などにかけて使用してください。 


BQ 獅品の接続 


































2. マウス、キーボードを接続する 


お使いのキーボードじより、〇〜〇のいずれかで接続してください。 

※本体背面に接続する場合、ケーブルストッパを利用すると、キーボードの盗難 
やケーブルの抜け防止に役立ろます。 

ケーブルストッパの使い方は、お使いの磯種の『活用ガイドハードウエア 
編』の 「 PART 3 周辺機器の利用」の「ケーブルストッパ」をご覧ください。 

〇指紋センサ機能付き USB 小型キーボードを接続する場合 

①添付のマウスをキーボード内側の USB コネクタ（一V)に接続し、マウスの 
ケーブルをキーボードの溝に固定する 

■マウスをキーボードホ側に引き出す場合 




指紋センサ機能付き USB 小型キーボードに USB メモリを接続する場合は、キーボード 
外側の強化 USB コネクタ（@)に接続してください。また、 USB メモリを抜き差しする 
隐にマウスケーブルを圧迫しないようにごま意ください。 


■マウスをキーボード左側に引き出す場合 



W 


②キーボードを本体の USB コネクタに接続する 


指紋センサ機能付き USB 小型キーボードを本体に接続する際は、二本のケーブルを確 
実に接続してください。 

指紋センサ機能付き USB 小型キーボードは、夕 f 部ハブを挟んで接続しないでくださ 

し、 0 


添倘の接続 KEI 




























©USB109 キーボードを接続する場合 

①添付のマウスをキーボードに接続する 


マウスは、本体の USB コネクタには接続しないでく ださい。 



③キーボードを本体の USB コネクタに接続する 
■本体(背面）に接続する場合 
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添付品の接続 







































































■本体(前面）に接続する場合 

USB ケーブルフックにキーボードのケーブルを引っ掛けてから、 USB 
コネクタに接続する 

《 USB ケーブルフックを利用すると、 USB ケーブルの抜け防止に役立 
ろます。 


アクリルパネルや USB ケーブルフックは、誤ってキーボー ドのケーブルを強く引くと過 
度の力がかかり、破損する場合があります。 



0テンキー付き PS/2 小型キーボード、または PS/2 109キーボードを接続す 
る場合（ここでは PS/2 109キーボードを例に説明します） 

添付のマウス（緑)、キーボード（紫）を、本体の同色のコネクタにそれぞれ接 
続する 



添付品の接続 
















































































3. ディスプレイを接続する 


ディスプレイは、本 f 本とセットになったモデルと別売のモデルがあり、接続方法 
が異なる場合があります。ディスプレイじ添付のマニュアルを参照しながら接続 
してください。（デジタル液晶ディスプレイは、 GeForce® 8400 GS またはデジタ 
ルディスプレイ用コネクタボードを選択した場合のみ接続できます。） 

お使いのディスプレイじより、〇または0のいずれかの方法で接続してくださ 

い。 


デュアルディスプレイ機能を使用する場合は、「アナログ液晶ディスプレイを接続する 
場合」をご覧になり、一台目のディスプレイを接続してください。二台目のディスプレイ 
は必ず Windows のセットアップを終了させてからロマニュアルの使用方法」までの 
作業を巧い、「8使用する環境の設定と上手な使い方」の「5.液晶ディスプレイを二台接 
続して使用する」をご覧になり、接続してください。 


〇アナログ液晶ディスプレイを接続する場合 

ここでは、液晶ディスプレイ (LCD205WXM) がセットじなった場合を例に説 
明します。 

GeForce® 8400 GS を違択した場合は、①〜④の順番に接続してください。 
GeForce® 8400 GS を選択しない場合、③〜④の順番に接続してください。 

①ディスプレイの背面につながっているアナログ RG 巳ケーブルのコネクタ 
を、添付されているアナログケーブル （Dual View 用 ） のコネクタに接続する 

アナログ ケーブル （Dual View 用）じある2つのコネクタの、1側から使用して 
ください。 

③アナログ RGB ケーブルのコネクタに付いているネジで、しっかりネジ止め 
する 

③ GeForce® 8400 GS を選択した場合は、アナログケーブル （DualView 用）の 
もう一方のコネクタを、アイコン（回）とコネクタの形状を確認し、本体の 
GeForce® 8400 GS のコネクタに接続する 

GeForce® 8400 GS を選択しない場合は、ディスプレイの背面につながって 
いるアナログ RGB ケーブルのコネクタを、アイコン(回）とコネクタの形状 
を確認し、本体のアナログ RGB コネクタに接続する 

④ アナログケーブル （DualView 用）、またはアナログ RGB ケーブルのコネクタ 
に付いているネジで、しっかりネジ止めする 


22 


添付品の接続 






■ GeForce® 8400 GS 
を選択しない場合 

③、④ 



0 デジタル液晶ディスプレイを接続する場合 

ここでは、液晶ディスプレイ （ LCD 205 WXM ) がセ、ソトになった場合を例に 
説明します。 

① ディスプレイの背面につながっている DVI ケーブルのコネクタを、アイ 
コン （を]) とコネクタの形状を確認し、本体の DVI-D コネクタに接続する 

@DVI ケーブルのコネクタに付いているネジでしっかりネジ止めする 


添付品の接続 
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①、② 




4. アース線、電源コードを接続する 

次の ページのイラスト を見て アース 線、電源 コー ドを接続してください。 

〇ディスプレイの電源コードのプラグをサービスコンセント付き電源コードに 
差し込む 

ディスプレイじよって接続方法が異なる場合があります。ディスプレイじ添 
付のマニ ユ アルを参照しながら接続してください。 

0本体の電源コードを接続する 

①本体にサー ビスコンセン ト付き電源 コー ドを接続する 
③コンセン トの アース 端子に アース 線を接続する 


アース端子部分にはキャップが付いています。接続するときに取りがしてください。 
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添付品の接続 








































感サービスコンセント付き電源コードのもう一方のプラグを壁などのコンセ 
ントに差し込む 


一度電源が入り、数秒で電源が切れる場合がありますが、故障ではありません。 




な上で添付品の接続は完了です。 

p .42「5 Windows のセ、ソトアップ」へ進んでください。 


添付品の接続 
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タイプ MA の場合 


1. スタビライザの取り付け 


本樣じは、本体を縦置きで使用する場合に、ホ定して設置するための スタビラ イ 
ザという脚が添付されています。栖包箱 か ら出したままの状態では、 スタビラ イ 
ザは本かじ取り付けられていません。縦置きで使用する場合は、転倒防止のため、 
必ず〇 か0のい ずれ かの 方法で スタビラ イザを取り付けて設置してください。 

また、本体を横置きで使用することもできます。この場合、スタビライザをセット 
するあ要はありません。 

横置きで使用する場合は、 P .27 「2 .マウス、 キーボードを接続す引へ進んでくだ 
さい。 

〇スタビライザを2つ取り付ける場合 

① 机の端などに本体を横置きにし、本体をを定させる 

この場合、机やテーブルなどを傷付けたりしないようじ、厚手の紙や布など 
を敷いておくことをおすすめします。 

③ 片方のスタビライザを本体のツメと足に合わせ、スタビライザをち印方向 
にストッパがロックされるまでスライドさせる 


スタビライザを本体に取り付けるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、切ったりしないよ 
うにま意してください。 



感もう一方のスタビライザも③と同じ方まで取り付ける 
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添付品の接続 

















©スタビライザを 1 つ取り付ける場合 

次のようじ、本かのち側を壁などじ付けて縦置きで使用する場合は、左側にス 
タビライザを1つ取り付けることで設置することができます。 


本化の左側に通風孔があるため、壁などでふさがないように設置してください。 


P.26 「〇スタビライザを 2 つ取り付ける場合」と同じ方まで、左側に 1 つ取り付 
ける 



1 つのスタビライザのみをセットする場合は、鼠倒防止のため、必ず反対側の側面を壁 
などにかけて使用してください。 


2. マウス、キーボードを接続する 

お使いのキーボードじより、〇〜〇のいずれかで接続してください。 

※本体背面に接続する場合、ケーブルストッパを利用すると、キーボードの盗難 
やケーブルの抜け防止に役立ろます。 

ケーブルストッパの使い方は、お使いの磯種の『活用ガイドハードウェア 
編』の 「 PART 4 周辺機器の利用」の「ケーブルストッパ」をご覧ください。 

〇指紋センサ機能付き USB 小型キーボードを接続する場合 

①添付のマウスをキーボード内側の USB コネクタ （* ち*)に接続し、マウスの 
ケーブルをキーボードの溝に固定する 

■マウスをキーボードを側に引き出す場合 









面 


指紋センサ機能付き USB 小型キーボードに USB メモリを接続する場合は、キーボード 
外側の強化 USB コネクタ （ IS ) に接続してください。また、 USB メモリを抜き差しする 
隐にマウスケーブルを圧迫しないようにごま意ください。 


添付品の接続 
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■マウスをキーボード左側に引き出す場合 



帝 


②キーボードを本体の USB コネクタに接続する 


指紋センサ機能付き USB 小型キーボードを本体に接続する際は、二本のケーブルを確 
実に接続してください。 

指紋センサ機能付き USB 小型キーボードは、夕 f 部ハブを挟んで接続しないでくださ 

し、 0 



© USB 109キーボードを接続する場合 

①添付のマウスをキーボードに接続する 


r ウスは、本体の USB コネクタには接続しないでください。 



28 


添付品の接続 





































































②キーボードを本体の USB コネクタに接続する 
■本体(背面）に接続する場合 




添付品の接続 
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0 テンキー付き PS/2 小型キーボード、または PS/2 109キーボードを接続す 
る場合（ここでは PS/2 109キーボードを例に説明します） 

添付のマウス（緑)、キーボード(紫）を、本体の同色のコネクタにそれぞれ接 
続する 



3. ディスプレイを接続する 


ディスプレイは、本 f 本とセットになったモデルと別売のモデルがあり、接続方法 
が異なる場合があります。ディスプレイじ添付のマニュアルを参照しながら接続 
してください。（デジタル液晶ディスプレイは、 GeForce ® 8400 GS またはデジタ 
ルディスプレイ用コネクタボードを選択した場合のみ接続できます。） 

お使いのディスプレイじより、〇または0のいずれかの方法で接続してください。 

〇アナログ液晶ディスプレイを接続する場合 

ここでは、液晶ディスプレイ （ LCD 205 WXM ) がセットになった場合を例に説 
明します。 

GeForce ® 8400 GS を選択した場合は、①〜④の順番に接続してください。 
GeForce ® 8400 GS を選択しない場合、③〜④の順番に接続してください。 

①ディスプレイの背面につながっているアナログ RG 巳ケーブルのコネクタ 
を、添付されているアナログケーブルのコネクタに接続する 

③アナログ RGB ケーブルのコネクタに付いているネジで、しっかりネジ止め 
する 


un 獅品の接続 






































③ GeForce® 8400 GS を選択した場合は、アナログケーブルのもう一方のコネ 
クタを、アイコン（回）とコネクタの形状を確認し、本体の GeForce® 8400 
GS のコネクタに接続する 

GeForce® 8400 GS を選択しない場合は、ディスプレイの背面につながって 
いるアナログ RGB ケーブルのコネクタを、アイコン（回）とコネクタの形状 
を確認し、本体のアナログ RGB コネクタに接続する 


④アナログケーブル、またはアナログ RGB ケーブルのコネクタに付いている 
ネジで、しっかりネジ止めする 


■ GeForce® 8400 GS 
を選択しない場合 

③、④ 



添付品の接続 
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0 デジタル液晶ディスプレイを接続する場合 

ここでは、液晶ディスプレイ （ LCD 205 WXM ) がセットになった場合を例に 
説明します。 

① ディスプレイの背面につながっている DVI ケーブルのコネクタを、アイ 
コン （回） とコネクタのお状を確認し、本体の DVI-D コネクタに接続する 

② DVI ケーブルのコネクタに付いているネジでしっかりネジ止めする 


①、② 
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添付品の接続 













































4. アース線、電源コードを接続する 

ホのページのイラスト を見て アース 線、電源 コー ドを接続してください。 

〇ディスプレイの電源コードのプラグをサービスコンセント付き電源コードに 
差し込む 

ディスプレイじよって接続方法が異なる場合があります。ディスプレイじ添 
付のマニ ユ アルを参照しながら接続してください。 

0本体の電源コードを接続する 

① 本体にサービス コンセン ト付き電源 コー ドを接続する 

② コンセントのアース端子にアース線を接続する 


アース端子部分にはキャップが付いています。接続するときに取りがしてください。 


感サービスコンセント付き電源コードのもう一方のプラグを壁などのコンセ 
ントに差し込む 


一度電源が入り、数秒で電源が切れる場合がありますが、故障ではありません。 


添付品の接続 
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包 -③ A 



な上で添付品の接続は完了です。 

p .42「5 Windows のセ、ソトアップ」へ進んでください。 
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タイプ MC (コンパクトタワー戳の場合 


1. スタビライザの取り付け 


本樣じは、本体を縦置きで使用する場合に、ホ定して設置するための スタビラ イ 
ザという脚が添付されています。栖包箱 か ら出したままの状態では、 スタビラ イ 
ザは本かじ取り付けられていません。縦置きで使用する場合は、転倒防止のため、 
必ず〇 か0のい ずれ かの 方法で スタビラ イザを取り付けて設置してください。 

また、本体を横置きで使用することもできます。この場合、スタビライザをセット 
するあ要はありません。 

横置きで使用する場合は、 P .37 「2 .マウス、 キーボードを接続す引へ進んでくだ 
さい。 

〇スタビライザを2つ取り付ける場合 

① 机の端などに本体を横置きにし、本体をを定させる 

この場合、机やテーブルなどを傷付けたりしないようじ、厚手の紙や布など 
を敷いておくことをおすすめします。 

③ 片方のスタビライザを本体のツメと足に合わせ、スタビライザをち印方向 
にストッパがロックされるまでスライドさせる 


スタビライザを本体に取り付けるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、切ったりしないよ 
うにま意してください。 


添付品の接続 
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ツメ 


③ もう一方のスタビライザも②と同じ方まで取り付ける 


©スタビライザを1つ取り付ける場合 

ホのようじ、本体のち側を壁などじ付けて継置きで使用する場合は、左側にス 
タビライザを1つ取り付けることで設置することができます。 


本体の左側に通風孔があるため、壁などでふさがないように設置してください。 


P.35 「〇スタビライザを2つ取り付ける場合」と同じ方法で、左側に1つ取り付ける 



1つのスタビライザのみをセットする場合は、較倒防止のため、必ず反対側の側面を壁 
などにかけて使用してください。 
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2. マウス、キーボードを接続する 


お使いのキーボードじより、〇~0のいずれかで接続してください。 

※本体背面に接続する場合、ケーブルストッパを利巧すると、キーボードの盗難 
やケーブルの抜け防止に役立ろます。 

ケーブルストッパの使い方は、お使いの磯種の『活用ガイドハードウエア編』 
の 「 PART 5 周辺機器の利用」の「ケーブルストッパ」をご覧ください。 

OUSB 109キーボードを接続する場合 
①添付のマウスをキーボードに接続する 


マウスは、本休の USB コネクタには接続しないでください。 



⑨キーボードを本体の USB コネクタに接続する 
■本体(背面）に接続する場合 



添付品の接続 
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■本体(前面）に接続する場合 




0テンキー付き PS/2 小型キーボードまたは PS/2 109キーボードを接続する場 
合にこでは PS/2 109キーボードを例に説明します） 

添付のマウス（緑）、キーボード(紫）を、本体の同色のコネクタにそれぞれ接続 
する 
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3. ディスプレイを接続する 


ディスプレイは、本 f 本とセットになったモデルと別売のモデルがあり、接続方法 
が異なる場合があります。ディスプレイじ添付のマニュアルを参照しながら接続 
してください。 

(デジタルディスプレイを接続することはできません。） 

ここでは、液晶ディスプレイ （ LCD 205 WXM ) がセットになった場合を例に説明し 
ます。 

〇〜0の順番に接続してください。 

〇ディスプレイの背面につながっているアナログ RGB ケーブルのコネクタを、 
アイコン(回）とコネクタの形状を確認し本体のアナログ RGB コネクタに接続 
する 

0アナログ RGB ケーブルのコネクタに付いているネジで、しっかりネジ止めする 


〇、0 
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4. アース線、電源コードを接続する 


ホのページのイラスト を見て アース 線、電源 コー ドを接続してください。 

〇ディスプレイの電源コードのプラグをサービスコンセント付き電源コードに 
差し込む 

ディスプレイじよって接続方法が異なる場合があります。ディスプレイじ添 
付のマニ ユ アルを参照しながら接続してください。 

0本体の電源コードを接続する 

① 本体にサービス コンセン ト付き電源 コー ドを接続する 

② コンセントのアース端子にアース線を接続する 


アース端子部分にはキャップが付いています。接続するときに取りがしてください。 


感サービスコンセント付き電源コードのもう一方のプラグを壁などのコンセ 
ントに差し込む 


一度電源が入り、数秒で電源が切れる場合がありますが、故障ではありません。 


添付品の接続 







な上で添付品の接続は完了です。 

p .42「5 Windows のセ、ソトアップ」へ進んでください。 
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Windows のセツトアップ 


初めて本磯の電源を入れるときは、 Windows セットアップの作業があ要です。 


Windows のセツトアップの途中では絶対に電源を切らないでください。作業の途中で、 
電源スイッチを操作したり電源コードを引き抜いたりすると、故障の原因になります。 


ットアップをするときのま意 


-周辺機器は接続しない 

この作業が終わるまでは、「4添付品の接続」で接続した機器(外の周辺機器 
(プリンタや増設メモリなど）の取り付けを絶がじ斤わないでください。これ 
らの周辺樣器を本機と一緒じご購入された場合は、先じ「5 Windows のセット 
アップ」から「8使用する環境の設定と上手な使い方」の作業を斤った後、周 
辺機器に添付のマニュアルを読んで接続や取り付けを斤ってください。 

- LAN ケーブル(別売）は接続しない 

LAN ケーブルは、本磯をを全(こネットワーク（こ接続させるため、 Windows の 
セットアップ、ファイアウォールの設定を終了させてから接続するようじし 
てください。 

-システム設定を変更しない 

Windows のセットアップが終了するまではシステム設定を変更しないでくだ 
さい。システム設定を変更すると、 Windows のセットアップが正常に終了しな 
い場合があります。 

-途中で電源を切らない 

途中で画面が止まるようじ見えることがあっても、セットアッププログラム 
は動作していることがあります。故障ではありませんので、慌てずに手順通り 
操作してください。 

. セットアップ中は放置しない 

Windows のセットアップが終了し、いったん電源を切るまでセットアップ中で 
キー操作が あ 要な画面を含み、本磯を長時間放置しないでください。 

障害が発生した場合や誤って電源スイッチを押してしまった場合は、 P .50 「セッ 
トアップ中のトラブル巧策」をご覧ください。 


Windows のセットアップ 








:ットアップを始める前の準備 


肌 ndows セットアップ中に本磯を使う人の名前を入力するあ要があります。登録 
する名前を決めておいてください。 


電源を入れる 


必ず〇、0の順をじ従って、正しく電源を入れてください。 

〇ディスプレイの電源を入れる 

ディスプレイの電源スイッチの位置は、ディスプレイじ添付のマニュアルを 
参照してください。 

^0チェックク- . 

あ晶ディスプレイは、非常に高精度な巧術で作られていますが、画面の一部に 
ドット巧け※（ごくわずかな黒い,吉、や、常時点灯するホ、青、緑の点）が見える 
ことがあります。 

また、見る角度によっては、色むらや明るさのむらが見えることがあります。 
これらは、液晶ディスプレイの特性によるものであり、故障ではありません。 
交換•返品はお受けいたしかねますので、あらかじめご了承ください。 

※：社団法人電子情報技術産業協会 (JEITA) のガイドラインに従い、ドット 
抜けの割合を「付録」の「仕様一覧」に記載しています。ガイドラインの詳細 
については、む下の WEB サイトをご覧ください。 

「パソコン用液晶ディスプレイのドット巧けに関する定量的表記ガイドライン」 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / committee / pc /0503 dot / index.html 

V_ J 


Windows のセットアップ 


43 








0 本体の電源を入れる 

^子でVり!! - . 

タイプ ME の場合、工場出荷時の巧態では、音量が最小になっていますので、内 
蔵スピーカボリユームで音量を調整してください。 

V ソ 


■ タイプ ME の場合 



■ タイプ MC (コンパクトタワー型) 
の場合 


■タイプ MA の場合 
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:ットアップの作業手順 


た(降は、お買い上げいただいたオペレーティングシステムじ従って、次の「1. 
Windows Vista のセットアップ」、 p .47「2. Windows XP Professional のセットアッ 
プ」、または P .48 「3. Windows XP Home Edition のセットアップ」に進んでくださ 
〇。 

1.Windows Vista のセットアップ 

Windows Vista のセットアップを開始します。 


-これな降は、セットアップの作業が完了するまでは、電源スイッチに絶対に手を触れ 
ないでください。セットアップが完了する前に電源を切ると、故障の原因になります。 
-「ライセンス条項をお読みになってください」と表示されるまで時間がかかります。し 
ばらくお待ちください。 

-お使いのモニタによっては、セットアップ中に画面が一部黒く表示される箇所があり 
ますが、動作上問題ありません。 

-手順感〜感の設定方法についてはネットワーク管理者にお問い合わせください。 


〇「ライセンスを項をお読みになってくださしリと表示されたら、内容を確認する 

T をクリックすると、「ライセンス条項」の続きを読むことができます。 

0内容を確認を、「ライセンスを項に同意します」をチェックし、「次へ」ボタンを 
ク U ック 

(同意しない場合セットアップは続斤できません） 

0「ユー ザー名と画像の選択」と表示されたら、 ユー ザー名、パスワードを入力 
し、さらにユーザーアカウントで使用する画像を選択し、「次へ」ボタンをク 
U ツク 


ユーザー名を入力しないと、次の操作に進むことはできません。 


〇「コンピユータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください」と表 
示されたら、コンピユータ名を入力し、デスクトップの背景を選択して、「次 
へ」ボタンをクリック 

0 「Windows を自動的に巧護するよう設定してください」と表示されたら、「推奨 
設定を使用します」、「重要な更新プログラムのみインストールします」、また 
は「をで確認します」のいずれかを選択する 

〇「ありがとうございます」と表示されたら、「開始」ボタンをクリック 

途中で何度か画面が変わり、デスクトップ画面が表示されるまでしばらくか 
かります。 


Windows のセットアップ 
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o 0 でパスワードを設定した場合は、パスワードを入力する 


〇 「Windows の設定が完了しました。」と表示されたら、 「OK」 ボタンをクリック 

[Microsoft Office IME 2007を通常使う日本語入カシステムとして設定します 
か？」と表示される場合があります。ま示された場合は「はい」をクリックして 
ください。 

〇0(「スタート」ボタン）をクリック 

前 ga (「ロック」ボタン）の横にある田をクリックし、表示されたメニユーか 
ら「シャットダウン」をクリック 

自動的に電源が切れます。 

の ディスプレイの電源を切る 

(上で Windows Vista のセットアップは完了です。 


ファイルなどの破損により、セーフモードや前回正常起動時の構成を使用しても 
Windows が正常に起動しないときに備え、あらかじめ 「Windows Vista セットアップ 
ディスク」を作成することをおすすめします。 

( Windows が正常に起動しないシステムを 「Windows Vista セットアップディスク」の 
機能により修復できる場合があります） 

「Windows Vista セットアップディスク」の作成方法は、『活用ガイド再セットアップ 
編』を、その他のトラブルの予防については、『活用ガイドソフトウエア編』の「トラブ 
ル解決 Q & A 」 の「トラブルの予防」をご覧くださし、。 


本機をホ全にネットワークじ接続するためじ、セキユリテイ環境の更新を斤います。 
p .51「 LAN ケーブルの接続」へ進んでください。 
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2. Windows XP Professional のセットアップ 

Windows XP Professional のセットアップを開始します。 


-これな降は、セットアップの作業が完了するまでは、電源スイッチに絶対に手を触れ 
ないでください。セットアップが完了する前に電源を切ると、故障の原因になります。 
•「Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されるまで時間がかかります。しばらく 
お待ちください。 

-お使いのモニタによっては、セットアップ中に画面が一部黒く表示される箇所があり 
ますが、動作上問題ありません。 

-手順®〜®の設定方法についてはネットワーク管理者にお問い合わせください。 


〇 [Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されたら、「次へ」ボタンをク 
り ック 

〇「使用許諾契約」画面を確認する 

V をクリックすると、「契約書」の続きを読むことができます。 

〇内容を確認後、「同意します」をクリックし、「次へ」ボタンをクリック 

(同意しない場合セットアップは続斤できません） 

〇「コンピュータを保護してください」画面が表示されたら、「自動更新を有効 
にし、コンピュータの保護に役立てます」、または「後で設定します」を選択し、 
「次へ」ボタンをクリック 

0 「コンピュータに名前を付けてください」画面が表示されたら、名前を入力し、 
「次へ」ボタンをクリック 

〇「管理者パスワードを設定してください」画面が表示されたら、管理者パス 
つー ドを入力し、「次へ」ボタンをクリック 

〇「このコンピュータをドメインに参加させますか？」画面が表示された場合 
は、「いいえ」、または「はい」を選択し、「次へ」ボタンをクリック 

〇「インターネット接続を確認しています」画面が表示された場合は、「省略」ボ 
タンをク U ック 

0 「M icroso けにユーザー登録する準備はできましたか？」画面が表示された場合 
は、「いいえ、今回はユーザー登録しません」を選択し、「次へ」ボタンをクリック 

⑩「このコンピュータを使うユーザーを指定してください」画面が表示された 
ら、ユーザー名を入力し、「次へ」ボタンをクリック 


Windows のセットアップ 
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ユー ザー名を入力しないと、次の操作に進むことはできません。なお、ここで入力した 
「ユー ザー1」の内容が、「システムのプロパティ」の「使用者」として登録されます。「使用 
者」はセットアップが完了した後には変更できません。変更するには再セットアップが 
必要です。 


の 「設定が完了しました」画面が表示されたら、「完了」ボタンをクリック 

途中で何度か画面が変わり、デスクトップ画面が表示されるまでしばらくか 
かります。 

⑩ 「Windows の設定が完了しました。」と表示されたら、 「OK」 ボタンをクリック 
の 「スタート」ボタンをクリックし、「終了オプション」をクリック 

の 「電源を切る」ボタンをクリック 

自動的に電源が切れます。 

必ディスプレイの電源を切る 

(上で Windows XP のセットアップは完了です。 

本機をを全にネットワークに接続するためじ、セキユリティ環境の更新を斤いま 
す。 p .51「 LAN ケーブルの接続」へ進んでください。 

3. Windows XP Home Edition のセットアップ 

Windows XP Home Edition のセットアップを開始します。 


-これな降は、セットアップの作業が完了するまで、電源スイッチに絶対に手を触れな 
いでください。セットアップが完了する前に電源を切ると、故障の原因になります。 

•「Microsoft Windows へようこそ」の画面が表示されるまで時間がかかります。しばら 
くお待ちください。 

-手順這)、感の設定方法についてはネットワーク管理者にお問い合わせください。 


〇 [Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されたら、「次へ」ボタンをク 
U ック 

〇「使用許諾契約」画面を確認する 

V をクリックすると、「契約書」の続きを読むことができます。 

〇内容を確認後、「同意します」をクリックし、「次へ」ボタンをクリック 

(同意しない場合セットアップは続斤できません） 
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O 「コンピユータを保護してください」画面が表示されたら、「自動更新を有効 
にし、コンピュータの保護に役立てます」、または「後で設定します」を選択し、 
「次へ」ボタンをクリック 


©「コン ピュータに名前を付けてください」画面が表示されたら、名前を入力し、 
「次へ」ボタンをクリック 

〇「インターネット接続を確認しています」画面が表示された場合は、「省略」ボ 
タンをク U ック 

〇 「M icrosoft にユーザー登録する準備はできましたか？」画面が表示された場合 
は、「いいえ、今回はユーザー登録しません」を選択し、「次へ」ボタンをクリック 

〇「このコンピュータを使うユーザーを指定してください」画面が表示された 
ら、ユーザー名を入力し、「次へ」ボタンをクリック 


ユーザー名を入力しないと、次の操作に進むことはできません。なお、ここで入力した 
「ユーザーりの内容が、「システムのプロパティ」の「使用者」として登録されます。「使用 
者」はセットアップが完了した後には変更できません。変更するには再セットアップが 
必要です。 


〇「設定が完了しました」画面が表示されたら、「完了」ボタンをクリック 

途中で何度か画面が変わり、デスクトップ画面が表示されるまでしばらくか 
かります。 

⑩ 「 Windows の設定が完了しました。」と表示されたら、 「0 K 」 ボタンをクリック 
の 「スタート」ボタンをクリックし、「終了オプシヨン」をクリック 

0「電源を切る」ボタンをクリック 

自動的に電源が切れます。 

の ディスプレイの電源を切る 


(上で Windows XP のセットアップは完了です。 

本機を安全にネットワークに接続するためじ、セキユリティ環境の更新を斤いま 
す。 p .51「 LAN ケーブルの接続」へ進んでください。 
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ットアップ中のトラブル対策 


◎電源スイッチを押しても電源が入らない 


-電源コードの接続が不完全であることが考えられるので、一度電源コードを 
コンセントから巧き、本体と電源コードがしっかり接続されていることを確 
認してから、もう一度電源コードをコンセントに差し込む 

電源コードを接続し直しても電源が入らない場合は、本 f 本の故障が考えられ 
ますので、ご購入元にご相談ください。 

◎セットアツプの途中で、誤つて電源を切ってしまった 


-電源を入れて、表示される画面をチ I ックする 

CHKDSK が実斤され、ハードディスクじ異常がないときは、セットアップを続 
斤することができます ( CHKDSK は実斤されな I 、場合もあります)。 

セットアップが正常に終了した後は問題なくお使いいただけます。エラー 
メッセージ （「 Windows エラー回復処理」画面など）が表示された場合は、シス 
テムを起動するためのファイルに何らかの損傷を受けた可能性があります。 
この場合、 Windows は起動しません。 Windows を再セットアップする力\ご購入 
元じご相談ください。 

再セットアップじついては、『活用ガイド再セットアップ編』をご覧くださ 


◎セツ トアップのを中でパソコンが反応しない、またはエラーメ ツセー ジが表示された 


パソコンが反応しなかったり、エラーメッセージが表示された場合は、メッ 
セージを書き留めた後、 本機の電源スイッチを4秒な上押して、強制的に終了 
する 

いったん電源を切った後で電源を入れ直す場合は、電源を切ってから5秒な 
上間隔をあけて電源を入れてください。また、電源コードを抜いたり、ブレー 
カーなどが落ろて電源が切れた場合は、電源コードを抜いた状態で90秒な上 
間隔をあけてから、再度電源コードを接続し、電源を入れてください。その後、 
上記の「電源を入れて、表示される画面をチュックする」をご覧ください。 


本機を安全にネットワークじ接続するためじ、セキユリティ環境の更新を斤います。 
次の 「 LAN ケーブルの接続」へ進んでください。 
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LAN ケーブルの接続 


1. 本機をを全にネットワークに接続するために 


コンピュータウイルスやセキュリティ上の脅威を避けるためじは、お客様自身が 
本機のセキュリティを意識し、常に最新のセキュリティ環境に更新するあ要があ 
ります。 

LAN ケーブル側売）を使用して本磯を安全にネットワークに接続させるため 
じ、た(下の巧策を斤うことを強く推奨します。 


稼働中の口ーカルエリアネットワークに接続する場合は、ネットワーク管理者の指示に 
従って LAN ケーブルなどの接続を巧ってください。 


〇ファイアウォールの利用 

コンピュータウイルスの中には、ネットワークに接続しただけで感染してし 
まう例も確認されていますので、ファイアウオールを利用することを推奨し 
ます。 


本磯にインストールされている 0S では標準で 「Windows ファイアウオール」磯 
能が有タカになっています。 

「Windows フアイアウオール」じついて、詳しくは Windows の「ヘルプとサポー 
卜」をご覧ください。 


〇 Windows Update、 または Microsoft Update 

最新かつ重要なセキュリティの更新情報が提供されています。ネットワー 
クに接続後、 Windows を最新のが態に保つために、 Windows Update、 または 
Microsoft Update を定期的に実施してください。 

Windows Update について、詳しくは Windows の「ヘルプとサポート」をご覧く 
ださい。 

- Windows Vista モデルでユーザーアカウント名に全角文字が使用されている 
塌合、 Microsoft Update のインストールを斤うと 「Microsoft Update をコン 
ピュータじインストールできませんでした」と表示されることがあります。 
その場合は、管理者権限を持った半角英数字のみのユーザーアカウント名 
を作成し、 Microsoft Update のインストールを斤ってください。 

詳しくは、 マイクロソフトサ ポート巧術情報-933528をご覧ください。 


皮些> マイクロソフトのサポート巧術情報について 

「Windows Vista で Microsoft Update をインストールすると "Microsoft 
Update をコンピュータじインストールできませんでした"というェ 
ラーが 表示される」 

nttp://support.microsoft.com/kb/933528/jp 
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■ Windows XP モデルをお使いの場合は 、 Microsoft Update じついて、詳しく 
はマイクロソフトサポート技術情報-902296をご覧ください。 

[#1> マイクロソフトのサポート技術情報について 

[Microsoft Update を利用するじは」 
http :// support.micr osoft . com / kb / 90229 b/j a / 


0 ウイルス対策アプリケーシヨンの利用 

本磯にはウイルスを検査.駆除するアプリケーション（ウイルスバスター）が 
添付されています。 

コンピュータウイルスから本磯をずるためじ、ウイルスバスターをインス 
トールすることを推奨します。 

ウイルスバスターはインストールした環境のまま使用し続けた場合、十々なタカ果 
は得られません。日々発見される新種ウイルスじ対応するためウイルスパターン 
ファイルを最新の状態じするあ要があります。 


ウイルスパターンファイルの無償提供期間はアップデート機能の有効化後、90日間で 
す。 

引き続きお使いになる場合は、巿販のウイルスバスター TM 2008を購入する必要があり 
ます。 


ウイルスバスターじついて、詳しくは『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリ 

ケーションの概要と削除/追加」の「ウイルスバスター」をご覧ください。 

因国 

• Windows Vista のセキュリティ磯能 （ Windows セキュリティセンター）では、 
ファイアウオールの設定、自動更新、マルウ：!：ア巧策ソフトウ卫アの設定、イ 
ンターネットセキュリティの設定、ユーザーアカウント制御の設定など、コン 
ピュータ上のセキュリティに関する重要事項の状態をチ:!：ックすることがで 
きます。詳系田は、 Windows の「ヘルプとサポート」をご覧ください。 

.Windows XP のセキュリティ磯能 （ Windows セキュリティセンター）では、 
Windows ファイアウオール 、 Windows Update の自動更新、ウイルス巧策アプ 
リケーションが有劲になっているかどうかをリアルタイムで監査し、無タカに 
なっている場合は画面に警告をま示します。 


LAN ケーブルを接続する場合は、次の「2. LAN ケーブル側赫を接続する」へ進 
んでください。 
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2. LAN ケーブル側売）を接続する 

必要に応じて次の接続を斤ってください。 


稼働中の LAN に接続する場合は、ネットワーク管理者の指示に従って LAN ケーブルの接 
続を巧ってください。 


タイプ ME の方はこのページを、タイプ MA の方は P.54 を、タイプ MC (コンパク 
トタワー型）の方は P.55 をご覧ください。 

■タイプ ME の場合 

LAN (口ーカルエリアネットワーク）じ接続するときは、 LAN ケーブル（別売）を 
使い、次の手順で接続します。 

〇本機の 電ミ 原を切り、 LAN ケーブルのコネクタを本体のアイコン （品) に従つ 
て接続する 

0ハブなどのネットワーク機器に、 LAN ケーブルのもう一方のコネクタを接 
続し、本機の 電ミ 原を入れる 

《 LAN の設定じついては、お使いの磯種の『活用ガイドハードウエア編』の 
[ PARTI 本体の構成各部」の 「 LAN (口ーカルエリアネットワーク）」をご 
覧ください。 


〇 



な上で LAN ケーブルの接続は完了です。 

P.56 口.パターンフアイルのアップデート」へ進んでください。 
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■タイプ MA の場合 


LAN (口ーカルエリアネットワーク）じ接続するときは、 LAN ケーブル（別売）を 
使い、次の手順で接続します。 

〇本機の電源を切り、 LAN ケーブルのコネクタを本体のアイコン (品 に従つ 
て接続する 

0ハブなどのネットワーク機器に、 LAN ケーブルのもう一方のコネクタを接続 
し、本機の電源を入れる 

《 LAN の設定じついては、お使いの機種の『活用ガイドハードウェア編』の 
[ PARTI 本体の構成各部」の 「 LAN (口ーカルエリアネットワーク）」をご 
寛く ださい。 


〇 



(上で LAN ケーブルの接続は完了です。 
p .56「3. パターンフアイルのアップデート」へ進んでください。 
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■タイプ MC (コンパクトタワー型）の場合 


〇本機の電源を切り、 LAN ケーブルのコネクタを本体のアイコン（品）に従って 
接続する 

0ハブやスイッチに、 LAN ケーブルのもう一方のコネクタを接続し、本機の電源 
を入れる 

《 LAN の設定じついては、お使いの機種の『'活用ガイドハードウュア編』の 
[ PARTI 本体の構成各部」の 「 LAN (口ーカルエリアネットワーク）」をご覧 
ください。 


〇 



(上で LAN ケーブルの接続は完了です。 
P .57「6 お客様登録」へ進んでください。 
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3. パターンファイルのアップデート 


タイプ ME ( RAID モデルを除く）、タイプ MA では、 Windows 起動前にウイルスバ 
スターのウイルスパターンファイルをアップデートできる Always アップデート 
エージェントを使用することができます。 

Always アップデートエージェントは、 Windows 起動前にパターンファイルのアッ 
プデートを斤うことができるため、従来と比べウイルス感染の危険性をより低減 
させることができます。 


Always アップデートエージェントは、購入後の Windows のセットアップ直後、あるい 
は再セットアップ用 DVD-ROM または巧セットアップ用 CD-ROM を使用した標準再 
セットアップ直後のみ追加することができます。 Always アップデートエージェントを 
使用する場合は、運用前 (Windows のセットアップ終了直後）に追加してください。 


Always アップデートエージェントの追加/設定方法じついては、『活用ガイドソ 
フトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 「 Always アップデート 
ェージュント」をご覧ください。 


た(上でパターンフアイルのアップデートは完了です。 
かの「6お客様登録」へ進んでください。 
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引お客様登録 


本製品のお客様登録は Internet Explorer の「お気に入り」メニューにある 「NEC 8 

番街（お客様登録)」からインターネットによる登録を斤ってください（登録料、 

会費は無料です)。 

因国 

.Mate J をお使いの場合は、デスクトップじある 「NEC 8番街（お客様登録)」か 
らでも、登録することができます。 

• Windows Vista モデルでは、 Microsoft 社へのお客様登録は、ウエルカムセン 
ターの 「 Windows のオンラインユーザー登録をします」で斤うことができま 
す。ウエルカムセンターは「コントロールパネル」の「システムとメンテナン 
ス」じあります。 

- Windows XP モデルでは、 Mi ぴ osoft 社に対するユーザー登録は、「ユーザー登録 
ウィザード」で斤うことができます。「スタート」ボタンー「ファイル名を指定し 
て実斤」を選択し、「名前に 「regwiz / r 」 と入力してください。ユーザー登録じつ 
いての詳細は「ヘルプとサポート」、または Windows のヘルプをご覧ください。 

W 上でお客様登録は完了です。 

かの「7 マニュアルの 使用方法」へ進んでください。 


回 マニュアルの巧用方法 

本磯に添付、または CD - ROM (「アプリケーション CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」） 
じ格納されているマニュアルを紹介します。目的じあわせてお読みください。 

また、 マニュアル 類はなくさないようじご注意ください。 マニュアル 類をなくし 
た場合は『活用ガイドソフトウェア編』の「トラブル解決 Q & A 」 の「その他」をご 
覧ください。 


マニュアルの使用方ま 


※印のマニュアルは、 「 Mate/Mate J 電子マニュアル」として「アプリケーション 
CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 じ入っています。 「 Mate/Mate J 電子マニュア 
ル」の使用方法じついては、 P .59 「電子マニュアルの使用方法」をご覧ください。 


おぎ樣登録/マニュアルの使巧でま 
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参『を全にお使いいただくために』 

本磯をを全にお使 V 、いたたくた めの情報を記載しています。使用する前じあ 
ずお読みください。 

• 『活用ガイド巧セットアップ編』 

本磯のシステムを再セットアップするときじお読みください。 

♦『活用ガイドハードウエア編』《 

本体の各部の名称と磯能、内蔵磯器の増設方法、システム設定 (BIOS 設定）じ 
ついて確認したいときじお読みください。 

参『活用ガイドソフトウエア編』《 

アプリケーションの概要と削除/追加、ハードディスクのメンテナンスをする 
とき、他の 0 S をセットアップする（利用できる 0 S はモデルじよって異なりま 
す）とき、またはトラブルが起きたときにお読みください。 

参ディスプレイのユーザーズマニュアル 

液晶ディスプレイがセットになったモデルの場合は、ディスプレイじ添付さ 
れています ( P .2「 l 型番を控える」をご覧ください）。ディスプレイを利用する 
ときに、あずお読みください。 

参選択アプリケーションのマニュアル 

Office Personal 2007、 Office Personal 2007 with PowerPoint 2007、または Office 
Professional 2007を選択した場合、マニュアルが添付されています ( P .2 「1型番 
を控える」をご覧ください)。アプリケーションを利用するときじお読みくださ 


参『指紋センサ（ライン型）ユーザーズガイド』 

モデルじよって、『指紋センサ（ライン型） ユーザーズ ガイド』が添付されて 
います ( P .2 「1型番を控える」をご覧ください）。指紋センサを利用するときじ 
お読みください。 

参『セキュリティチップユーティリティマニュアル』《 

本機のセキュリティチップ樣能じついて確認したいときじお読みください。 


• 『保証規定&修理に関するご案内』 

パソコンに関する相談窓口、保証期間と保証規定の詳細内容および Q & A 、 有償 
保ずサービス、お客様登録方法、 NEC ビジネス PC / Express 5800情報発信サイ 
卜 「NEC 8ホ街」 じついて 知りたいときにお読みください。 

- Microsof 欄連製品の情報に ついて- 

次の Web サイト (Microsoft Press ) では、一般ユーザー、ソフトウェア開発者、技術 
者、およびネットワーク管理ま用じ Microsoft 関連商品を活用するための書籍や 
トレーニングキットなどが紹介されています。 
http :/ / www . microsott . com / japan / inlo / press / 
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電子 マニュアルの 使用方法 


電子 マニュアルを 使用する場合は、次の手順で起動してご覧ください。 

〇 CD-ROM ドライブ、 DVD-ROM ドライブ、 CD-R/RW with DVD-ROM ドライ 
ブ、または DVD スーパーマルチドライブに、本機に添付の「アプリケーシヨ 
ン CD-ROM/ マニュアル CD-ROM」 をセットする 

0<Windows Vista モデルの場合〉 

「スタート」ボタンー•■「コンピュータ」をクリック 

〈Windows XP モデルの場合〉 

「エクスプローラ」、または「マイコンピュータ」を開く 
0 CD-ROM ドライブのアイコンをダブルクリック 

〇 LmanualJ フォルダをダブルクリックし、「 index」 ファイルをダブルクリック 

「 Mate/Mate J 電子マニュアル」が表示されます。 


PDF おまのマニユアル（ファイル）をご覧いただくときの補足事項 


あらかじめ、本機じ Adobe Reader をインストールしておく必要があります。詳 
しくは『活用ボイドソフトウ卫ア編』の「アプリケーションの概要と削除/追 
方口」の 「 Adobe Reader 」 をご覧ください。 

因国 

-必要に応じてし manual 」 フォルダをハードディスクのルートディレクトリじ 
コピーしてご 利用く ださい。 

LmanualJ フォルダをハードディ スクの ルー ト ディ レクト リじ コピーしてご 
利巧の際、 フォルダ 名-ファイ ル 名などはを更しないでください。 

. Windows が起動しなくなったなどのトラブルが発生した場合は、電子マニュア 
ルをご覧じなることができません。そのため、あらかじめ「トラブル解決 Q & A 」 
を印刷しておくと便利です。 

. NEC ビジネス PC / Express 5800情報発信サイト 「NEC 8番街」では、 NEC 製の 
マニュアルを 電子 マニュアル 化し、ダウン ロー ドできるサービスを 斤ってお 
ります。 

http :// nec 8. com / 

「サ ポート 情報」一「ダウ ンロード.マニュアル」の 「製品 マニュアル」じある 
「 PC 98 -NX シリーズ 電子 マニュアルビューア」から 電子 マニュアルビューアを 
ご覧ください。 

また 、 NEC PC マニュアルセンター では、 マニュアルの 販売を斤っています。 
http :// pcm . mepros . com / 

JiLh でマニュアルの使用方法は完了です。 

かの「8使用する環境の設定と上手な使い方」へ進んでください。 
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の 使用ずる環境の設定と上手な使い方 

本磯を使用する環境や運用•管巧する上で便利な磯能を設定します。磯能の詳細 
や設定方法じついては、お使いの機種の『活用ガイドハードウェア編』、『活用ガ 
イドソフトウェア編』、および『活用ガイド再セットアップ編』をご覧くださ 

い。 

1. 最新の情報を読む 


補足説明 

補足説明じは、本製品のご利用にあたって注意して t 、ただきたいことや、マ 
ニユアルには記載されていない最新の情報じついて説明していますので、削 
除しないでください。 U 下の方法でお読みください。 

•「 Mate/Mate J 電子マニユアル」を起動して「補足説明」をクリック 
■ 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一►「補足説明」をクリック 

2. 巧セットアップ用媒体の作成について 

Windows Vista で DVD スーパーマルチドライブを搭載したモデルをお使いの方 
は、再セットアップ用データを市販の DVD - R 媒かじ書き込み、「再セットアップ 
用 DVD - ROM 」 を作成することができます。 

また 、 Windows XP で CD - R/RW with DVD - ROM ドライブまたは DVD スーパー 
マルチドライブを搭載したモデルをお使いの方は、市販の CD - R 媒体に書き込み、 
「再セットアップ用 CD - ROM 」 を作成することができます。 


再セットアップ用媒体の作成機能については、出荷時の穀品構成でのみサポートしてお 
ります。 

再セットアップ用媒体を作成する場合は、必ず Service Pack の変更や Easy Media Cre¬ 
ator 9のアップデート前に巧ってください。 


ハードディスクが故障したり、ハードディスク内じある再セットアップ用データ 
を消去した場合、ハードディスクから再セットアップすることができなくなりま 
す。このような場合に備え、再セ'ソトアップ用媒体を作成しておくことをお勧め 
します。 

再セットアップ用媒体の作成じついての詳細は『活用ガイド再セットアップ 
編』をご覧ください。 
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3. Windows Vista SP1 について 


Windows Vista モデルには 「Windows Vista * Service Pack 1( SPl )」 （な下 、 Windows 
Vista SPl ) がインストールされています。 

Windows Vista SPl を削除することにより 、 Windows Vista SPl で修正されていた 
問題が発生する可能性がありますので 、 Windows Vista SPl を削除する場合は十分 
に注意してください。 

削除方法の詳細については『活用ガイドソフトゥユア編』の「アプリケーション 
の概要と削除/追加」の 「「Windows Vista SPl 」 について」をご覧ください。 


4. Windows XP Service Pack について 


Windows XP モデルじは Service Pack 2 がインストールされています。 

Service Pack 2を削除することじより、使用できなくなる磯能、樣器があります 
ので 、 Service Pack 2を削除する場合は十分に注意してください（使用できなく 
なる機能、機器じついての詳細は『活用ガイドソフトゥユア編』の「アプリケー 
ションの概要と削除/追加」の 「「Service Pack 」 じついて」をご覧ください）。 

5. 液晶ディスプレイを二台接続して使用する 


デュアルディスプレイ機能じついて 

タイプ ME で GeForce ® 8400 GS を選択した場合、アナログ液晶ディスプレイ 
を二台接続して使用することができます。電源が入っている場合は、電源を切 
り、「4添付品の接続」の「3.ディスプレイを接続する」の「〇アナログ液晶ディ 
スプレイを接続する場合」をご覧じなり、一台目のディスプレイと同様の手順 
で、二台目のディスプレイを接続してください。デュアルディスプレイ磯能の 
設定じついては、お使いの機種の『活用ガイドハードウエア編』の 「 PART 1 
本体の構成各部」の「ディスプレイ」の「デュアルディスプレイ磯能を使う」を 
ご覧ください。 

6. 液晶ディスプレイの調整 


液晶ディスプレイの調整について 

文字がじじむときや縦縮状のノイズなどがあるときは、液晶ディスプレイの 
調整があ要です。ディスプレイじ添付のマニュアルをご覧じなり、ディスプレ 
イを調整してください。 

■液晶ディスプレイ （ LCD73VXM-V、LCD93VXM-V、LCD194WXM-V、 
に D205WXM) をデジタル液晶ディスプレイとして使用した場合 

画面の位置、サイズなどの調整はあ要ありません。 

■アナログ液晶ディスプレイ （LCD52VM-V) 、または液晶ディスプレイ 
(LCD73VXM-V、LCD93VXM-V、LCD194WXM-V、LCD205WXM) をアナロ 
グ液晶ディスプレイとして使用した場合 

ディスプレイ本体のオートアジャスト磯能で調整してください。詳しくは、 
ディスプレイ じ 添付の マニュアルを ご覧ください。 
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7. 不正使用/盜難防止について 


スーパバイザ/ユーザパスワード、ハードディスクパスワード、箇体ロックなど 

本磯には、本磯の不正使用を防止する磯能（スーパバイザ/ューザパスワー 
ド）、ハードディスクドライブが盗難じあってもデータの漏巧を防ぐ磯能 
(ハードディスクパスワード）、内蔵部品（メモリやハードディスクドライブ） 
の盗難を防止するため、錠をかける機能(屋体ロック）があります。この他にも 
便利な機能があります。詳しくは、お使いの磯種の『活用ガイドハードウ卫 
ア編』の 「 PART 1 本体の構成各部」の「セキュリティ機能/マネジメント磯 
能」をご覧ください。 

8.データのバックアップの設定 

データのバックアップ方法じついては、『活用ガイドソフトウェア編』の「メン 
テナンスと管理」の「ハードディスクのメンテナンス」をご覧ください。 

〇 Intel® Matrix Storage Console 

Intel ® Matrix Storage Console は、 RAID システムを管理するユーティリティ 
です。 RAID システムの全ての操作ステータスを監視できます。データの変更 
や保存の際に、搭載した2台のハードディスクドライブじリアルタイ レでデー 
夕の書き換えを実斤し、データを二重化して保存します。万一1台目のハード 
ディスクドライブでディスククラッシュなどのハードウェア障害が発生して 
も、もう一方のハードディスクドライブで継続動作できます。 

Intel ® Matrix Storage Console は、 p . 9 2- 〇の「増設ハードデイスクオプション」 
で「ミラーリング SerialATA RAID 」 を選択した場合のみ使用できます。詳し 
くは、お使いの機種の『活用ガイドハードウ X ア編』の 「 PART 1 本体の構成 
各部」の「ハードディスク （ RAID モデルの場合)」、および 「 Mate/Mate J 電子 
マニュアル」の 「「 Intel ® Matrix Storage Console 」 （こついて」をご覧ください。 
なお、 Intel * Matrix Storage Console は、 RAID モデルのみ使用できます。 


0 Standby Rescue Multi 

2台のハードディスクを使用し、一方のハードディスクの内容を、もう一方の 
ハードディスクじバックアップできます。 

バックアップをとることじより、運用中のハードディスクドライブじ障害が 
起きたときじ、バックアップのハードディスクからシステムを起動し、バック 
アップした時点の環境に房すことができます。 

Standby Rescue Multi は、 p .9 2-〇の「増設ハードディスクオプション」で 
rStandby Rescue Multi 」 を選択した場合のみ添付されます。 

詳しくは、『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除 
/追加!」の 「Standby Rescue Multi 」 をご覧ください。 
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9. セキュリティの設定 


〇セキュリティチップユーティリティ 

セキュリティチップユーティリティでは、電子メールの保護機能や、ファイルと 
フォルダの暗号化由 FS ) 磯能 、 Personal Secure Drive ( PSD ) 磯能を利用できます。 
これらの機種では、本かじハードウエア的に TPM (Trusted Platform Module ) 
と呼ばれるセキュリティチップを実装し、セキュリティチップ内で暗号化や暗 
号化の解除、鍵の生成をするため、強固なセキュリティ磯能を持っています。 
また、セキュリティチップ上に暗号鍵を持つため、ハードディスクを取り外し 
て持ち出されてもデータを読みとられることはありません。 

詳しくは、 「 Mate/Mate J 電子 マニュアル」 の「セキ ュリティ チップ ユーティリ 
ティマニュアル」を ご覧ください。 

なお、セキュリティチップユーティリティは、タイプ ME 、 タイプ MA の Windows 
Vista Business モデル 、 Windows XP Professional モデルのみ使用できます。 


0NASCA(NEC Authentication Agent) 

NASCA は、指紋、 FeliCa 巧応力ード 、 USB メモリなど、複数の認証デバイスを 
使用した高度な個人認証機能を提供します。 

認証を受けていない第三まが本磯を使用することを防止したり、 Web サイトへ 
のァクセスやァプリケーションの実斤じあ要な情報(パスワードなど）を自動 
的に保存、入力することができます。 

保存された情報は、セキュリティチップと連携することじよって、を全に管理 
されます。 

詳しくは、「アプリケーション CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 の 「 NASCA 」 
フォルダの 「NASCA User's Guide 书 df 」 をご覧ください。 

なお、 NASCA はタイプ ME 、 タイプ MA の Windows Vista Business モデル、 
Windows XP Professional モデルのみ使用できます。また、 NASCA を使用でき 
る認証デバイスは、セレクションメニューで選択したデバイスのみです。 

0 暗号化ファイルシステム （EFS) 

EFS (Encrypting File System ) は 、 Windows Vista Business , Windows XP 
Professional の標準ファイルシステムである NTFS が持つファイルやフオル 
ダの暗号化磯能です。暗号化を斤ったューザ Jil 外、データ復号化が斤えないた 
め、高いセキュリティタカ果をもたらすことが可能です。 

また 、 Windows Vista Business モデル 、 Windows XP Professional モデルでは、 
「ハードディスク暗号化ユーティリティ」を使用することじより、暗号化ファイ 
ルシステムを簡単に設定できます。 

詳しくは、『活用ガイドソフトウェァ編』の「ァプリケーションの概要と削除 
/追加」の「ハードディスク暗号化ユーティリティ」をご覧ください。 
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o 指紋認証機能 

指紋認証磯能とはパスワードの入力のかわりじ、指紋センサを使って指紋に 
よる認証を斤うシステムです。 

この磯能は、タイプ ME 、 タイプ MA の Windows Vista Business モデル 、 Windows 
XP Professional モデルで「指紋センサ磯能付き USB 小型キーボード」を選択し 
た場合のみ使用でき、本機では NASCA と連携して、 Windows のセキュリティ 
を強化できます。 

詳しくは、『指紋センサ（ライン型）ユーザーズガイド』をご覧ください。 

0FeNGa 力ード認証機能 

NASCA と連携し、 FeliCa じ知芯した力ードを利用して、 Windows ログオンや 
スクリーンセーバーのロック解除などを斤うことができます。 

詳しくは、 『 FeliCa ポートマニュアル』をご覧ください。 『 FeliCa ポートマ 
ニュアル』は 、 「FeliCa Secure Client / FeliCa ポート自己診断 CD - ROM 」 の 
「 f _ manual 」 の「 index . htmj をダブルクリックすると表示されます。 

なお、 FeliCa 力ード認証磯能*は、タイプ ME 、 タイプ MA の Windows Vista 
Business モデル 、 Windows XP Professional モデルで 「 FeliCa ポート（外付け）」 
を選択した場合のみ使用できます。 

* E か機能を搭載した FeliCa 力ードじよる認証が可能。 

0ユ—ザ—アカウント制御 

Windows Vista モデルでは、アプリケーションを起動したり、本磯を操作し 
ているときに「ユーザーアカウント制御」画面が表示されることがあります。 
「ユーザーアカウント制御」は、コンピュータウイルスなどの「悪意あるソ 
フトウてア」じよって、本機のシステムじ影響を及ぼす可能性のある操作が 
斤われるのを防ぐため、これらの操作がユーザーが意図して斤った操作じよ 
るものかを確認するためのものです。 

「ューザーアカウント制御」画面がま示された場合は、表示された内容をよ 
く確認し、操作を斤ってください。 


「ユーザーアカウント制御」画面で管理者権限を持つユーザーのパスワード入力が求め 
られる場合があります。その場合は、画画の内容を確認し入力を巧ってください。 


詳しくは「ヘルプとサポート」の「セキュリティとメンテナンス」-「ユーザー 
アカウント制御」をご覧ください。 
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10. 上手な使い方 


〇トラブルを防止するために 

本機のトラブルを予防し、タカ率よくマネジメントするためじは、電源の入れ方 
/切り方や、エラーチェックなどいくつかのポイントがあります。また、トラブ 
ル時の修復に備えて 、 [Windows XP セットアップディスク」、および Windows 
XP で RAID モデルの場合は 「 RAID モデル用ドライバディスク」をあらかじめ 
作成しておくことをおすすめします。 

「Windows XP セットアップディスク」の作成方法は、『活用ガイド再セット 
アップ編』を、 「 RAID モデル用ドライバディスク」の作成方法およびその他の 
トラブルの予防じついては、『活用ガイドソフトウェア編』の「トラブル解決 
Q & AJ の「トラブルの予防」をご覧ください。 

0本機のお手入れ 

本磯を安全かつ快適に使用するためじは、電源コードやマウスなど定期的に 
お手入れすることをおすすめします。詳しくは、お使いの機種の『活用ガイド 
ハードウエア編』の 「 PART 9 付録」の「お手入れじついて」をご覧ください。 
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互付録 



1■タイプ ME 


機能-質 


型名* 1 

MY 26 G / E - 己 
MY 26 F / E - 己 
MJ 26 F / E - 已 

MY 31 B / E -5 
MY 31 A / E - 已 
MJ 31 A / E - 己 

MY 30 B / E -5 
MY 30 A / E - 己 
MJ 30 A / E - 已 

CPU 




インテル® Core ™2 

Quad フ□セッヴー 

Q 94 已〇 

インテル® Core ™2 Duo 
プ□セツサー E 8500 

インテ J レ® Core ™2 Duo 
プ□セツヴー E 8400 



ク□ック周ぶ数 

2.66 GHz 

瓦1巨 GHz 

3 GHz 



キャッシュ 

メモリ 

1巧 

インストラクション用 
32 KBX 4/ データ用 
32 KBX 4 

インストラクシヨン用 32 KBX 2/ データ用 32 K 日 X 2 




欲 

6 MBX 2 

巨 MB 

システムバス 

1 .333 MHz (メモリバス: 667 MHz ) 

チッフセット 

インテル® Q 3 已 Express チップセット 

セキユ IJ テイチップが 

TPM V 1.2 準拠 

最大メモリ（メインメモリ） 

4 GB [ DIMM ス□ット X 2 

♦ 28 


表示機能 

グラフィックアクセラレータ 

インテル® GMA 3100(チップセットに内蔵） 



ビデオ RAM 

最大64〜 286 MB *35 (WindDWS Vis ね®の場合)、 

最大2己 6 MB "5( winclows ® XP の場合） 


表示色(解像度ド 2 3 

最大1，己77万色* 3(1,600 X 1,200ドット < UXGA >*4、 1,680 X 1,0已〇ドッ 
h < WSXGA +>*4、 1 ,280 X 1 ,024ドット < SXGA >*4、 i ,440 X 900 ドット 
< WXGA+>*M ,024 X 768 ドッ h < XGA >'800 X 600 ドット< SVGA >) 

サウンド機能 

音源/サウンド機能 

インテル® High Definition Audio 準拠(最大1日 2 kHz /24 ビット*か^ステレオ 
PCM 同時録音再生機能、 MIDI 再生機能 [0 S 標準])、 3 D 才ーディオ (Direct Sound 
3 D 巧応)、マイク機能（ノイズ抑制、音響エコーキャンセル* 36 、ビームフオーミン 



スピーカ/スピーカ 
定格出力 

アラームサウンド用モノラルスピーカ内蔵/ 1 W * 5 



サウンドチップ 

RealTek 社製 ALC 2 己2搭載 

通信機能 

LAN 

1 000 BASE - T /1 00巳 ASE - TX / 10己 ASE - T、Remote Power On 機能標準装 
備、インテル® AMT 3.0対応 

インターフェイス 

USB(US 己 2.0 が） 

已(本体前面 X 2、本体背面 X 4) 

[ USB 接続キーボード還択時、1ポートをキーポードで占有済。指紋センサ機能付 
を USB ル型キーボード選択時、2ポートをキーボードで占有済] 



シリアル 

RS - 己 32 C D - sub 日ピン X 1、最高11己. 2 kbps 対応 



パラレル 

セント□ニクス準拠 D - sub 2 曰ピン X 1 



デイス 
フレイ 

アナ□グ 
RGB 

アナ□グ RGB セパレート信号出力 (7 己0アナ□グインターフェイス)、ミニ 

D-sub 15 ピン XI *46 




□VI 

— *46*47 



PS /2 

S 二 DIN 白ピン x 2[ PS /2 接続キーボード還お時、キーボードおよびマウスで占有 
剧 



通信関連 

RJ 4 目 LAN コネクタ XI 



サウンド 

関連 

マイク 

入力 

ステレオミニジャック XI *38 

(マイク入カインピーダンス 20 k 0、 入カレベル100 mVrms (マイクブースト有効 
時は己 mVrms ) 、バイアス電圧 2.5 V ) 




ライン 

入力 

ステレオ=ニジャック XI 

(入カインピーダンス 20 kn 、入カレベル1 Vrms ) 




ヘッド 

フォン 

出力 

ステレオミニジャック XI 

(対応へッドフオンインピーダンス 16 n -100 nr 推奨320」、出力電力已 mW / 
32の 




ライン 

出夫 

ステレオミニジャック XI 

(出カインピーダンス 22kn 、 出カレベル IVrms ) 
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型名*1 

MY 26 G / E - 已 

MY 2 日 F / E - 已 
MJ 26 F / E -5 

MY 31 B / E - 已 
MY 31 A / E -5 
MJ 31 A / E - 己 

MY 30 日/ E - 己 
MY 30 A / E - 己 
MJ 30 A / E - 已 

ベイ 

巧蔵3.己型ベイ[空 

き i 

2ス□ット(標準 HDD で1ス□ット占ち済）[1]*の 

拡張ス〇ツト 

PCI ス□ツト[空を] 

]ス□ツト （ A - フ 

PCI Express xl X 
□ット控き] 

]ス□ツト （ A - フ 

PCI Express xl 6 
ス□ツト控き] 

1ス□ッ KLow Profile * に） ( NVIDIA ® GeForce ® 8400 GS または 
デジタルディスフレイ用コネクタボード還択時、グラフィック系ボードで占有済） 
[1] 

電源 

AC 1 0 0 V ± 10 口ん己 0/60 HZ (入力波おは正弦波のみをヴポート） 

消費電力* 13( 最大構成時*の） 

《Windows Vista ® Business の測定値 

約 47 W (最大約1日 0 W ) 

約48 W (最大約191 W ) 

約 47 W (最大約 180 W ) 

消費電力* 1 3 ( 最大構成時* 22 ) 

《 Windows ® XP Professional の測定値 

約4已 W (最大約191 W ) 

約4日 W (最大約1日 0 W ) 

約4已 W (最大約 177 W ) 

巧す目電力* 13( 最大構成時* 22) 

《Windows Vista ® Business の測定値 

約 48 VA (最大約1日 4 VA ) 

約4日 VA (最大約1日已 VA ) 

約 48 VA (最大約 183 VA ) 

巧ホ目電力* 1 3 ( 最大構成時* 2 2) 

《 Windows ® XP Professional の測定値 

約 47 VA 撮大約1日 4 VA ) 

約4己 VA (最大約1白 4 VA ) 

約 47 VA (最大約 18] VA ) 

エネルギー消養効率に007年度省てネ達な率)* M 
《Windows Vista ® Business の測定値 

腔巧0.0003 ( AAA ) 

腔分0.000己 ( AAA ) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達な率)*14 
《 Windows ® XP Professional の測定値 

腔巧0.0003 ( AAA ) 

腔分 0.000 已 ( AAA ) 

電波障害対策 

VCCI ClassB 

巧お寸法体体） 

88( W ) x 327( D ) x 34已( H ) mm (スタビライヴ含まず)、 

218( W ) x 327( D ) x 34己( H ) mm (スタビラィザ含む ）*ls 

質量(本体）* 1 已 

約 8.7 k 巨 

温湿度条件 

] 〇〜3已で、2□〜80〇/〇(ただし結露しないこと） 

インス1―ル可能 0 S *17*18*21 

Windows Vista を、 Ente 「 p 「 ise(SPl )/ Business ( SPl )、 

Windows '® XP Professional ( SP 2)、 

Windows ® 2000 Professional ( SP 4) * ^3*2°/ Server ( SP 4) * 1 9*2〇 

主な添付品 

ヴービスコンセント付き電源コード、スタビライヴ、アフリケーシヨン CD - ROM / 
マニュアル CD - ROM 、 印刷マニュアル類、保菌書他 
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型名*1 

MY 28 B / E -5 
MY 28 A / E -5 
MJ 28 A / E - 己 

MY 20 M / E - 己 
MY 20 L / E - 己 
MJ 20 L / E - 已 

MY 18 W / E - 已 
MY 18 X / E -5 

MJ 18 X / E - 已 

CPU 




インテル® Core ™2 Duo 
プ□セツヴー E 8300 

インテルを Pentium ® 
デュアルコア•プ□セツ 
サー E 2180 

インテ J レ® Celeron ® フ〇 
セツサー 430 



ク□ック周ぶ数 

2.83 GHz 

2 GHz 

1.80 GHz 



キャッシュ 

メモリ 

1巧 

インストラクション用 32 K 日 X 2/ データ用 32 KBX 2 

インストラクション用 

32 K 己/データ用 32 K 巳 




2巧 

己 MB 

1 MB 

己 12 K 巳 

システムバス 

1.333 MHz (メモリバ 
ス :667 MHz ) 

800 MHz (メモ U バス: 667 MHz ) 

チッフセット 

インテル® Q 3 己 Express チップセット 

セキ ユ IJ テイチップが 

TPM VI .2 準拠 

最大メモリ（メインメモリ） 

4 GB [ DIMM ス□ット X 2 

♦白白 


表示機能 

グラフィックアクセラレータ 

インテル® GMA 3100(チップセットに内蔵） 



ビデオ RAM 

最大64〜28日 MB *35 (Windows Vista ® の場合）、 

最大2己 6 MB "5( Windows を XP の場合） 


表示色離像度)*の 

最大1,677万色* 3(1 ,巨 00 X 1,200ドットく UXGA >*4、 1,680 X 1 .0 已〇ドッ 
h < WSXGA +>*4、 1 .280 X 1 ,024ドット< SXGA >*4、 i ,440 x 曰〇〇ドット 
< WXGA+>*M ,024 X 7 己8ドッ h < XGA >、800 x 巨〇〇ドット< SVGA >) 

サウンド機能 

音源/サウンド機能 

インテル® High Definition Audio 準拠(最大1日 2 kHz /24 ビット*か^ステレオ 
PCM 同時録音再生機能、 MIDI 再生機能 [ OS 標準])、 3 D 才ーデイオ (Direct Sound 
3 D 対応)、マイク機能(ノイズ抑制、音響エコーキャンセル*36、ビ—ムフォ—ミン 



スピーカ/スピーカ 
定格出力 

アラームサウンド用モノラルスピーカ内蔵/ 1 W * 已 



サウンドチップ 

RealTe 地製 ALC 2 己2搭載 

通信機能 

LAN 

1000巳 ASE - T / 

1 00 BASE - TX / 

1 0 BASE - T、Remote 
Power On 機能標準装備、 
インテル® AMT 3.0対応 

1000 BASE - T /100 BASE - TX /1 0 BASE - T 、 
Remote Power On 機能標準装備 

インターフェイス 

USB ( USB 2.0が） 

6 (本体前面 X 2、本体背面 X 4) 

[ USB 接続キーボード選択時、1ポートをキーボードで占有済。指紋センサ機能付 
き USB か型キーボード選択時、2ポートをキーボードで占有済] 



シリアル 

RS - 己 32 C D - sub 白ピン X 1、最高11已 . Skbps 対応 



パラレル 

セント□ニクス準拠 D - sub 2 己ピン X 1 



デイス 
プレイ 

アナ□グ 
RGB 

アナ□グ RGB セパレート信号出力 (7 已 n アナ□グインターフェイス)、ミニ 
□-sub 1己ピン XI * 46 




DVI 

— *46*47 



PS /2 

ミニ DIN 已ピン x 2[ PS /2 接続キーボード選択時、キーボードおよびマウスで占有 
剧 



通信関連 

RJ 4 己 LAN コネクタ XI 



サウンド 

関連 

マイク 

入力 

ステレオミニジャック XI *38 

(マイク入カインピーダンス 20 k 0 、 入カレベル1 OOmVrms (マイクブースト有効 
時は已 mVrms )、 バイアス電圧 2.5 V ) 




ライン 

入力 

ステレオ=ニジャック XI 

(入カインピーダンス 20 kn 、 入カレベル IVrms ) 




ヘッド 

フォン 

出力 

ステレオミニジャック XI 

(対応へッドフオンインピーダンス1已 n - ioonr 推奨320」、出力電力已 mW / 
32の 




ライン 

出力 

ステレオミニジャック XI 

(出カインピーダンス 22 kn 、 出カレベル IVrms ) 

ベイ 

内蔵3.己型ベイ[空 

苗 

2ス□ット(標準 HD □で1ス□ット占ち済）[1]*の 

拡張ス〇ツト 

PCI ス□ツト[空を] 

]ス□ット （ A - フ*11)[1] 



PCI Express xl ス 
□ット控き] 

]ス□ット （ A - フ*11)[1] 



PCI Express xl 6 
ス□ツト控き] 

1ス□ット （Low Profile * に） ( NVIDIA ® GeForce ® 8400 GS または 
デジタルディスプレイ用コネクタボード選択時、グラフィック系ボードで占有済） 
[1] 

電源 

AC 1 0 0 V ± 10 口ん己0/已 OHz (入力波おは正弦波のみをヴポート） 

消費電力*1 3 (最大構成時*の） 

《Windows Vista ® Business の測定値 

約 48 W (最大約17己 W ) 

約 45 W (最大約 174 W ) 

約 42 W (最大約1己己 W ) 

消費電力*13(最大構成時*の） 

《 Windows の XP Professional の測定値 

約 47 W (最大約 174 W ) 

約 43 W (最大約 173 W ) 

約3曰 W (最大約1已巨 W ) 

巧ホ目電力*1 3 (最大構成時*の） 

《Windows Vista ® Business の測定値 

約4日 VA (最大約] 7日 VA ) 

約 46 VA (最大約 177 VA ) 

約 43 VA (最大約1巨 8 VA ) 
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型名*1 

MY 28 B / E -5 
MY 28 A / E -5 
MJ 28 A / E - 己 

MY 20 M / E - 己 
MY 20 L / E - 己 
MJ 20 L / E - 已 

MY 18 W / E - 已 
MY 18 X / E -5 

MJ 18 X / E - 已 

皮す目電力*13(最大構成時* 吕吕） 

《 Windows ® XP Professional の測定値 

約 48 VA (最大約] 77 VA ) 

約 44 VA (最大約 176 VA ) 

が]40 VA (最大が]1巨白 VA ) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達な率)*14 
《Windows Vista ® Business の測定値 

腔巧0.0006 ( AAA ) 

腔分0.0008 ( AAA ) 

胚巧0.00 ] 已 ( AA ) 

エネルギー消費効率に007年度省てネ達成率)* M 
《 Windows ® XP Professional の測定値 

腔巧0.0006 ( AAA ) 

腔分0.0007 ( AAA ) 

腔巧0.0014 ( AA ) 

電波障害対策 

VCCI Class 巳 

巧お寸法体体） 

88( W ) x 327( D ) x 34己( H ) mm (スタビラィヴ含まず)、 
218( W ) x 327( D ) x 345( H ) mm (スタビライザ含む）* 16 

質量 (本体）*1 已 

約 8.7 k 巨 

溫显度条件 

1□〜3已で、2□〜80〇/〇(ただし結露しないこと） 

インストール可能 0 S *17*18*21 

Windows Vista ® Errte 「 p 「 ise(SPl )/ Business ( SPl )、 

Windows ® XP Professional ( SP 2) v 

Windows 面2000 Professional ( SP 4) * ^ s *2 o / Server ( SP 4) * 19*20 

主な添付品 

ヴービスコンセント付き電源コード、スタビライヴ、アフリケーシヨン CD - ROM / 
マニュアル CD - ROM 、 印刷マニュアル類、保菌書他 


*1： セレクションメニューを選択した構成での型名•型番については、本書の r 型番を控える』をご覧ください。 

* 2:プリインストールの Windows Vista ® Business または Windows ® XP Professions 似がでは使用できません。 

* 3:グラフィックアクセラレータの持つ最大発色数です。 

* 4:グラフィックアクセラレータの持つ稱橡度および色数の能力であり、接続ずるディスプレイによっては、表おでさな 

いことがありまず。 

* 己：巧蔵スピーカはシステムのアラームを通知することを考慮して実装しています。オーディオ再生等の際は、別途ス 

ピーカまたはへッドフオンを使巧してください。 

* 8: US 目接続キーポードの USBA ブを経由ずると、 US 目転送速度が最大 12 Mb 日 S に制限されます。 

*11: 搭載巧能なボードヴイズは、10日 ( W ) X 17 日 ( D ) mmL ソのとなります。 

* 12:搭載巧能なボードサイズは、日 4( W ) xi 日 7( D ) mm な内となります。 

* 13: メモリ已 12 MB(Windows Vista ® 目 usiness は 1 GB (已1吕 MBX 吕 )）、 HDD 80 G 日(増設 HDD なし）、 CD - R/RW 

with DVD - ROM ドライブ、 FDD あり、 PS /2 10日キーボード、 PS / 吕マウス（ボール ）、 PCI Exp 旧 ss グラフィックア 
クセラレータなしの構成で測定しています。 

*14: エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定ち法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除 
したちのです。省エネ基準達成率の表示語 A は達成率100%切上200%未満、 AA は達成率20 0% L ソ上已00%未満、 
AAA は達成率已〇0%な上をおしまず。 

* 1已：メモリ 1 G 目（已1吕 M 目 X 吕 ）、 HDD 80 G 日(増設 HDD なし）、巳 D - R/RW with DVD - ROM ドライブ‘、 FDD あり 、 PCI 
Express グラフィックアクセラレータなしの構成での質量です。（キーボード、マウスの質量は含みません） 

* 1氏縦置き時の足むがの突起物は含みません。 

*17:「 SP 」 は 「Service PackJ の略称です。インス! -- ル巧能 0 S 用ドライパは （ ）巧の Service Pack のパージョンにてイ 
ンストール手順の確認をおこなっているものです。インストール可能 0 S を使用する場合は （） 巧の Service Pack を 
適用してご使巧くださし、別売の OS と Service Pack は別途入手が必要となります。 

*18: インス!―ル巧能 OS 用ドライパは本体に添付していません。 「 ht 巧:// nec 8. eom / J の上段ボタン中「サボート情報 J 
一 r ダウン□—ド•マニュアル」の r ダウン□—ド」の「インストール可能 0 S 用ドライバ(ヴポート 0 S 用ドライパ)」一 
「インス I ル可能 0 S 用ドライパ(サポート 0 S 用ドライバ)」に順次掲載します。なお、インストール可能 0 S を利用 
する際、インストール/添付アプリケーションや一部の機能が使用できない等、いくつか制限事項びあります。必ずご 
購入前に、「インス!ル可能 OS をご利巧になる前にがずお読みくださしりをご覧になり、制限事項を確認してくださ 
い。 

* 19:む下の 0 S とセレクションメニューの組み合わせは、インス!''ール可能 0 S で巧用できません。購入時にごま意くださ 
し、ミラーリング選巧時は、 Windows ® 2000 Professional / Server が使用できません。また、 Windows ® 2000 
Professional / Server では、 GeForce ® 8400 GS およびデジタルディスプレイ巧コネクタボード （ DVI - D ) が掩用で 
をません。この化にちインス I ル可能 0 S をご利用の際の制限事]!がありますので*18をご覧ください。 

* 20: Mate J では Windows ® 吕〇00は使用できません。 

* 21 : Windows Vista ® をインス! -- ルする場前ま、セレクションメニューで選択可能な DVD - ROM ドライブ、 CD - R/RW 

with DVD - ROM ドライブまたは DVD スーパーマルチドライブのいずれかが必要です。 

*22: 最大構成時の値は、セレクションメニューで選択可能な最大構成に加え、}広張ポートおよび拡張ス□ットをすべて占 
有した状態で算出した値です。 

* 吕3:増設 HDD 還択時は空さベイはありません。 

*28: 最大 4 GB のメモリを搭載可能ですが、 PCI デパイス等のメモリ領域を確保するために、全ての領域を使用することは 
でをません。なお、装置構成によってご利用巧能なメモリ容量は異なります。 

* 29:セレクションメニューで選択可能なディスプレイの最大解像度より小さい锅像度を選巧した場合、拡大表示機能に 

よって夕字や線などの太さび不均一になることびあります。 

* 35:ビデオ RAM は、メインメモ U を使巧しまず。ビデオ RAM 宮量は、搭載ずるメインメモ U の容量によって異なります。 

* 36:録音中にスピーカが引を起こず A ウリングを軽減する機能でず。 

* 3スステレオマイク使用時にこの機能を有効にすると、マイクを向けていない方向からのノイズを軽減させることびでを 

ます。 
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*38: パソコン用マイクとして市販されているコンデンヴマイクやヘッドセットを推奨します。 

*44: 巧用出来る量子化ピットやサンプリングレートは、 0 S や使用するアプリケーションなどのソフトウェアによって異 
なります。 

* 46:セレクションメニューにて「グラフィック系ボード」を選択しない塌合。 GeForce ® 扫400 GS を選択した場合はボー 

ド搭載の専用コネクタ （ DUS - 己白コネクタ）にボード添付の GeForce ® 8400 GS 用アナ□グディスプレイケーブ 
ルを使用し、ミニ D - subl 已ピン X 2 の構成となります ( I / O プレート部搭載のアナ□グコネクタは使用できません)。 
デジタルディスプレイ用コネクタボード ( DVI - D ) を選択した場合は I / O プレート部搭載のアナ□グコネクタ（ミニ 
D - subl 巳ピン）との同時使巧は未ヴポートです。 

* 4スセレクションメニューにてデジタルディスプレイ用コネクタポード ( DVI - D ) を選択した場合は、デジタルフラットパ 

ネル信号出力 ( TMDS )( D \/ I - D 吕4ピン XI )と I / O プレート部搭載のアナ□グコネクタ（ミニ D - subl 巳ピン X 1 ) の構 
成となります(同時使用は未サポートです)。 
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♦セレクシヨンメニュー*51 


型名*1 


齊非 sr ツプ用 


標準 


選択可能 


グラフィック系 
ボ-ド 


ディスプレイ用 
コネクタ 


ビデオ 

RAM 


グラフィックアクセラ 
レー タ 


ビデオ 

RAM 


メモリ* 


己 12MB 


1G 巳 


1G 巳 


2G 巳 


2G 巳 


4G 巳 


FDD 


八ードディスク 


80GBX2*59 


1 巨 0GBX2*59 


320 GBX2*59 


=ラーリング (RAID1) 


DVD/CD ドライブ 
♦61*62 


CD-ROM (薄型） 


DVD-ROM (薄型）が4 


CD-R/RW with 
DVD-ROM (薄型） 

*64>65♦已6 


DVD スーパー マルチ 
ドライブ(薄型） 

♦64*65*66 


USB メモリ__ 

セキュリティ機能I PeliCa ポート *74 


MY26G/E-5 
MY26F/E-5 
MJ2 巨 F/E- 己 
MY31B/E- 己 
MY31A/E- 己 
MJ31A/E-5 


MY30B/E-5 
MY30A/E-5 
MJ30A/E- 已 
MY28B/E-5 
MY28A/E- 己 
MJ28A/E-5 


MY20M/E-5 
MY20L/E- 己 
MJ20L/E-5 
MY18W/E- 已 
MY18X/E-5 
MJ18X/E-5 


再セツトアップ用バックアツフイ メージ を HDD に格納*53 


再セツトアップ用バックアツフイ メージ を HDD に格納*再セツトアツフ用媒 
体添が 54*86 


デジタルディスプレイ用コネクタボード （DVI-D)* 77 


最大64〜28日 MB* 目 5(Windows Vista® の場合）、 
最大2己 6MB* 日 5(Windows® XP の場合） 


NVIDIA® GeForce® 8400 GS (PCI Express xl 已） 


最大 320 〜 1，663MB*s3(Windows Vista 底の場合)、 

2 已 6M 日(メインメモリ己 12MB の場合)、最大 512MB (メインメモリ 1，024MB 
な上の場合)が D(windows® XP の場合）_ 

DDR2-SDRAU、PC2 -目300、已1 2MB DIMM X 1 
DDR2-SDRAM、PC2-5300、 已 12M 巳 DIMMX2*57 


DDR2-SDRAM、PC2-5300、 1 .024MB DIMMX 1 — 

DDR2-SDRAM、PC2-5300、1.024MB DIMMX2*57 


DDR2-SDRAM.PC2-5300. 2.048 MB DIMMX 1_ 

DDR2-SDRAM.PC2-5300. 2.048 MB DIMMX2*57 

3 .己型、 3 モー ド (720K 日/ 1.2MB/1.44MB) 対応* so 

約 80GB*58、Serial ATA/300. 7,200 rpm、SMART 機能対応 
約 1 巨 0GB* 閒、 Serial ATA/300, 7,200 rpm、SMART 機能巧応 
約320 GB* 已日、 Serial ATA/300, 7,200 rpm、SMART 機能巧応 
約 80GB*58x2、Serial ATA/300、7, 己00 rpm、SMART 機能对応 
約 1 巨 0GB* 已 8x 2、 Serial ATA/300. 7,20 Orpm、SMART 機能対応 
約320 GB* 閒 X 2、 Serial ATA/300. 7.200 rpm、SMART 機能対応 
インテル®マト U クス•ストレージ•テクノ□ジー 

CD-ROM 読み込み:最大24倍速、 CD-R 読み込み:最大24倍速、 CD-RW 読み込み:最 
大24倍速 

CD-ROM 読み込み:最大24倍速、 CD-R 読み込み:最大24倍速、 CD-RW 読み込み： 
最大24倍速、 DVD-ROM 読み込み:最大8倍速、 DVD-Video 読み込み:最大4倍 
速、 DVD-R(1 層)読み込み最大8倍速、 DVD-R に層)読み込み:最大8倍速が D、 
DVD+R(1 層)読み込み:最大8倍遠、 DVD+R に層)読み込み:最大8倍速、 DVD- 
RW 読み込み:最大8倍速、 DVD+RW 読み込み最大8倍速、 DVD-RAM 読み込み:最 
大己倍速が日 

CD-ROM 読み込み:最大24倍速、 CD-R 読み込み:最大24倍速、 CD-R 書き込み:最 
大24倍速、 CD-RW 読み込み:最大24倍速、 CD-RW 書き換え:最大10倍速、 DVD- 
R0M 読み込み:最大8倍速、 DVD-Vide □読み込み:最大4倍速、 DVD-R(1 層)読み 
込み:最大6倍速、 DVD-R に層)読み込み:最大6倍速* 6 d 、 dvD +R(1 層)読み込み： 
最大6倍遠、 D\/D+R(2 層)読み込み:最大6倍速、 DVD-RW 読み込み:最大6倍速、 
DVD+RW 読み込み:最大6倍速、 DVD-RAM 読み込み:最大4倍速が9 
CD-ROM 読み込み:最大24倍速、 CD-R 読み込み:最大24倍速、 CD-R 書き込み:最 
大24倍速、 CD-RW 読み込み:最大24倍速、 CD-RW 書き換え:最大10倍速、 DVD- 
R0M 読み込み:最大8倍速、 DVD-Video 読み込み:最大4倍速、 DVD-R(1 層)読み 
込み:最大8倍速、 DVD-R(1 層)書き込み:最大8倍速* 67 、 DVD-R(2 層)読み込み:最 
大4倍遠が o 、DVD-R(2 層)書き込み:最大4倍速* 72、 dvd +R(1 層)読み込み:最大 
8倍速、 DVD+R(1 層)書き込み最大8倍速、 DVD+R に層)読み込み慮大4倍速、 
DVD+FK2 層)書き込み:最大4倍速、 DVD-RW 読み込み愚大8倍遠、 DVD-RW 書 
き換え最大6倍速* ss 、 dvD +RW 読み込み:最大8倍速、 DVD+RW 書き換え最大8 
倍速、 DVD-RAU 読み込み:最大己倍速*的、 DVD-RAM 書き換え:最大己倍速が 3 * 7 1 
512MB(USB 2.0対応） 

Fe り Ca ポート(外付け） （USB 接続、ケーブル長:約 70cm)。 

OS □グオン昧スク IJ- ンセー八‘解除時などに Edy 機能を搭載した Fel に a 力ード 
による認証が可能。 


付録機能一覧 






































型名*1 

MY26G/E- 己 MY30 己/ E- 已 MY20M/E- 己 

MY26F/E-5 MY30A/E-5 MY20L/E- 己 

MJ26F/E-5 MJ30A/E- 己 MJ20L/E- 己 

MY31B/E- 己 MY28B/E-5 MY18W/E-5 

MY31A/E-5 MY28A/E-5 MY18X/E- 已 

MJ31A/E-5 MJ28A/E-5 MJ18X/E- 己 

キーボード•マウス 

PS/2 109キーボード 
& PS/2 マウス(ボール） 

J 旧標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付き、 PS/2 インター 
フェイス、がおブま:4 已 6(W) XI 69(D) x40(H)mm、 質量約 □.日 k 巨、 PS/2 マウ 
ス（ボール式、スク□ールホイール付を)添付 


テンキー巧き PS/2 小型 

^水ート 

& PS/2 マウス(ボール） 

J 旧標準配列(英数、かな)、テンキー付き、 PS/2 インターフェイス、外お寸法:384 
(W)xi 己 4(D)x36(H)mm、 

質量:約0.8 kg、PS/2 マウス(ボール式、スク□ールホイール付を)添付 


USB 10日キーボード 
& USB マウス(光セン 
サ ー) 

J 旧標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付き、 USB1.1 対応バス 
パワード八ブ (2 ポート ）*75、USB インターフェイス、かお寸法:: 472(W)X17 日 
の）X 39(H)mm、 質量湘1 .2k 巨、 

USB マウス(光センサー式*76、スク□-ルホイ-ル付き)添付 


指紋センサ機能巧き USB 
小型キーボード *74 
& USB マウス(光セン 
サ ー) 

J 旧標準配列(英数、かな)、テンキー付き、指紋センサ内蔵、 USB1.1 巧応バスパ 
つー ドノけ’にポート ）*75 が 1、US 日インターフェイス、かお寸法:43已 (W) XI6已 
の） x41(H)mm、 質量:約 1.1k 巨、 US 日マウス(光センサー式*76、スク□—ルホ 
イール付を)添付 


* 51: セレクションメニュー中の各オプションは単体販売を行っていません。 

* 已吕：セレクションによっては、再セットアップ用煤体は添付されていません。再セットアップ用パックアップ媒体の購入 
方法は ht な):// nx-media.ssnet.co.jp/ をご参照ください。 

* 已3: HDD 內の約 4G 日 (Windows® XP では約 3GB) を再セットアップ領域としてが用しています。これ6の「再セット 
アップ用バックアップイメージ」を DVD-R(Windows® XP では CD-R) 媒体に書き出す場合には、ご購入時にセレク 
ションメニューで DVD スーパーマルチドライブ (Windows® XP で CD-R 媒体に書き出す場合には CD-R/RW with 
DVD-ROM ドライブまたは DVD スーバーマルチドライブ)の選択が必要でず。 

* 已4:再セットアップ用 DVD-ROM を使用ずるには、セレクションメニューで選択巧能な DVD-ROM ドライ义 CD-R/RW 
with DVD-ROM ドライブまたは DVD スーパーマルチドライブが必要です。 

* 已己：メモリを拡張する場合は、標準搭載されている増設 RAM ボードを取り外す必要びある場合びあります。 

* 已7:デュアルチヤネルに対応しまず。 

* 已8: 40G 目が NTFS、 残りも NTFS でフオーマット済みです。また、最後の巧 4GB(Windows® XP は約 3GB) を再セット 
アップ領域として巧巧しています。 

* 已白：セレクションメニューにて Standby Rescue Multi ありを選択した場合、増設 HDD は未フオー マッ トです。 Standby 
Rescue Mul 甘を選巧されない場合は、増設 HDD は NTFS でフオー マッ ト済みです。 

* 已〇:追記モードで記録された DVD-R(2 層)ディスクの読み込みはサポートしていません。 

*61: メディアの種類、フォーマット形式によっては記載の速度が出ない場合があ0ます。 

* 62:コピーコント□ール CD など一部の音楽 CD の作成およぴ再生がでさない場合があります。 

* 64: DVD ビデオ再生ツール rinterVideo®WinDVD®forNEC」 が添付されます。 

* 65: Windows Vista® では書を込みツール 「Roxio Easy Media Creator® 白」が、 Windows® XP では書を込みツール 

PRoxio Easy Media Creator® 白/ DLAJ び添付されます。 

* 巨氏バッファアンダーランエラー防止機能付さです。 

* 67: DVD-R は DVD-R for General Ver. 吕 .0/ 吕 .1 に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 

* 68: DVD-RW は DVD-RWVer.l.1/1.2 に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 

* 巨白： DVD-RAM Ver. 吕 .0/2.1/ 吕.吕（片面 4.7GB) に準拠したディスクに対応しています。 DVD-RAM Ver.l (片面 
吕.日 GB) はヴポートしていません。また、 Windows® XP 標準でサポートされるフオー マッ トは FAT32 のみです。な 
お、カートリッジ式のディスクは使用できませんので、カートリッジなし、あるいはディスク取り出し巧能なカート 
リッジ式でディスクを取り出して使用してください。 

*71: DVD-RAM 1吕倍速メディアの書き込みはサポートしていません。 

* 72: DVD-R に 層) 書き込みは、 DVD-Rfo「DLVer. 3.0に準拠したメディアの書き込みに対応しています。ただし追記に 

は未対応です。 

* 74:プリインストールの Windows Vista® Business または Windows® XP Professions 似夕 1 ■では使用できません。 

* 75: USB コネクタから100 mA む下の電流を消費ずる機器のみ接続でさます。また、 US 目2.0は未ヴポートです。 

* 7氏光センサーマウスは、光おのある白い面などの上で使用すると意図した通りに動作しない場合びあります。その際は 

光学式マウスに対応したマウスパッドなどを別途ご用意ください。 

*77: デジタルディスプレイ用コネクタボードを選巧した場合は、チップセットに内蔵のグラフィックアクセラレータ機能 
を使用します。 

* 80: 1.2 MB への対応は、ドライバのセットアップび必要です(標準添付)。 1.44MB むが口吕 0KB/1.2MB) のフォーマッ 

卜はでをません。 

* 8己：ビデオ RAM は、メインメモリを使用します。ビデオ RAM 容量は、搭載するメインメモリの容量によって異なります。 

* 8氏再セットアップ 0S が Windows Vista® の場合は DVD-ROM、Windows® XP の場合は CD-ROM での提供となりま 

す。 

* 8&ビデオ RAM のうち吕已已 M 巳はグラフィックボード上のメモリを使用します。また、システム全体とグラフィックスの 

負荷状態に応じて、メインメモリの領域を動的に使用します。使用可能なグラフィックスメモリの總宮量は搭載ずる 
メインメモリの容量によって異なります。また、ディスプレイドライバ変更により総容量が変わる場合があります。使 
用巧能なグラフィックスメモリの総容量とは、 Windows Vista® 上で一時的に使用する共有メモリやシステムメモリ 
を含んだ最大の容量を意味します。 
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*90: ラち 2 己日 MB はボード搭載のメモリを使用します。またシステム全体とグラフィックスの負荷状態に応じて、メイン 
メモ U か百〇〜2巳日 UB (メインメモリ1，〇吕 4M 巨な上の場合は最大2巳日 UB) の領域を動的に使巧します。 

* 91: USB ポートのラち、ち側面1ポートは挿抜耐性を強化したコネクタを採用していまず。 


付録機能一覧 
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2 .タイプ MA 


型名* 1 

MY31A/A-5 
MJ31A/A- 已 

MY28A/A- 己 
MJ28A/A- 己 

MY24R/A- 已 
MJ24R/A-5 

MY20L/A- 己 
MJ20L/A- 已 

MY18X/A- 己 
MJ18X/A-5 

CPU 


インテル® 
Core™2 Duo 
フ□セツヴー 
E8 已〇〇 

インテル® 
Core™2 Duo 
フ□セツサー 

E 8300 

インテル® 
Core™2 Duo 
フ□セツヴー 

E 4600 

インテル® 
Pentium® 
デュアルコア- 
プロセッサー 

E 2180 

インテル® 
Celeron® プ〇 
セツヴー430 


ク□ック周波数 

3.16GHz 

2.83GHz 

己.40 GHz 

2GHz 

1.80 GHz 

キャッシュ 

メモリ 

1次 

インストラクション用 32K 日 X2/ データ用 32KBX2 

インストラ 
クシヨン用 

32KB/ データ 
用 32KB 

2巧 

己 MB 

2MB |1M 巳 

己] 2KB 

システムバス 

1.333 MHz 
(メモリバス: 667MHz) 

800 MHz (メモリ J U*:667MHz) 

チッフセット 

インテル® G33 Express チップセット 

セキユ IJ テイチップが 

TPM VI .2 準拠 

最大メモリ（メインメモリ） 

4GB [DIMM ス□ツト X4]* の 

表示機能 

グラフィックアクセラレータ 

インテル® GMA 310□(チップセットに内蔵） 


ビデオ RAM 

最大64〜28日 MB*35(Windows Vista® の場合）、 

最大2己 6MB"5(windows® XP の場合） 

表示色懈像度)*23 

最大1,677万色* 3(1 ,巨 00X 1,200ドットく UXGA>*4、 1,680X 1 .0 已□ドッ 
h<WSXGA+>*4、 1 ,280X1 ,024ドット <SXGA>*4、i,440X900 ドット 
<WXGA+>*M ,024X768 ドッ h<XGA>'800X600 ドット<SVGA>) 

サウンド機能 

音源/サウンド機能 

インテル® High Definition Audio 準拠(最大1日 2kHz/24 ビット*か^ステレオ 
PCM 同時録音再生機能、 MIDI 再生機能 [0S 標準])、 3D 才ーディオ (Direct Sound 
3D 巧応)、マイク機能(ノイズ抑制、音響エコーキャンセル*36、ビ—ムフオ—ミン 

スピーカ/スピーカ 
定格出力 

_ *6 

サウンドチップ 

RealTek 社製 ALC2 己2搭載 

通信機能 

LAN 

1 000BASE-T/100BASE-TX/1 0己 ASE-T、Remote Power 加機能標準装備 

インターフェイス 

USB(USB 2.0が） 

6 (本体前面X 2、本体背面X 4) 

[USB 接続キーボード選択時、1ポートをキーボードで占有済。指紋センサ機能付 
を USB か型キーボード選択時、2ポートをキーボードで占有済] 

シリアル 

RS- 己 32C D-sub 日ピンX1、最高11已 .2kbps 対応 

パラレル 

セント□ニクス準拠 D-sub2 己ピンX1 

デイス 
プレイ 

アナ□グ 
RGB 

アナ□グ RGB セパレート信号出力 (7 已 n アナ□グインターフェイス)、ミニ 
□-sub 1己ピン XI* 46 

DVI 

_ *46*47 

PS/2 

ミニ DIN6 ピン x2[PS/2 接続キーボード還巧時、キーボードおよびマウスで占有済] 

通信関連 

RJ4 目 LAN コネクタ XI 

サウンド 

関連 

マイク 

入力 

ステレオミニジャックXI *38 

(マイク入カインピーダンス 20kn 、入カレベル100 mVrms (マイクブーストち 
効時は 5mVrms) 、バイアス電圧2.已V) 

ライン 

入力 

ステレオミニジャックXI 

(入カインピーダンス 20kn 、入カレベル1 Vrms [最大 2Vrms]) 

ヘッド 
フオン 

出力 

ライン出力と共巧 

(対応へッドフオンインピーダンス160-1000「推奨320」*45、出力電力 
已 mW/32n) 

ライン 

出力 

ステレオ=ニジャックXI 

(出カインピーダンス 22kn、 出カレベル IVrms) 

ベイ 

巧蔵 3.5 型ベイ[空き] 

]ス□ット(標準 HD □で占ち済） [□] 

3.已型ベイ[空を] 

]ス□ット （FDD または専用カパーで占有済） [0] 

曰型ベイ[空を] 

]ス□ット (DVD/CD ドライブで占有済） [0] 

拡張ス□ット 

PCI ス□ツト[空を] 

2ス□ツト （LowProfile*i 吕 X2) に] 

PCI Express xl ス 
□ット控き] 

] ス□ット （Low Profile* に） [1] 

PCI Express xl 6 
ス□ツト控き] 

1ス□ット (LowPrafile*i2) (NVIDIA® GeForce® 8400 GS または 

デジタルディスプレイ用コネクタボード選お時、グラフィック系ボードで占有済） [1] 

電源 

AC1 0 0V± 10 口ん己 0/60Hz (入力波おは正弦波のみをヴポート） 

消費電力*1 3 (最大構成時* 2 2) 

《Windows Vista® Business の測定値 

約 49W (最大 
約204 W) 

約48 W 慮大 
約 191W) 

約 47W 慮大 
約1日 8W) 

約4己 W (最大 
約 189W) 

約 43W (最大 
約1 70W) 

消費電力*13(最大構成時*の） 

《Windows® XP Professional の測定値 

約 47W (最大 
約201 W) 

約4己 W 慮大 
約 187W) 

約 44W 應大 
約1日 5W) 

約 44W (最大 
約 186W) 

約41 W 應大 
約1 67W) 
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型名*1 

MY31A/A-5 

MY28A/A- 己 

MY24R/A- 己 

MY20L/A- 己 

MY18X/A-5 


MJ31A/A-5 

MJ28A/A- 己 

MJ24R/A-5 

MJ20L/A-5 

MJ18X/A-5 

皮す目電力*1 3 (最大構成時*の） 

《Windows Vista® Business の測定値 

約 67\/A (最大 
約 276VA) 

約 65VA 應大 
約2己 8VA) 

約 63VA (最大 
約 268VA) 

約 62VA (最大 
約2已巨 VA) 

^8VA 慮大 
約230 VA) 

巧ホ目電力*13(最大構成時*の） 

《Windows の XP Professional の測定値 

約 63VA 應大 
約 272VA) 

約 61VA 應大 
約2已 3VA) 

約 60VA 慮大 
約 263VA) 

約己日 VA 慮大 
約 251VA) 

Si955VA 慮大 
約22己 VA) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達な率)*14 
《Windows Vista® Business の測定値 

腔分0.0006 (AAA) 

腔分0.0007 
(AAA) 

腔分0.0008 
(AAA) 

j 区分0.0017 
(AA) 

エネルギー消費効率に007年度省てネ達成率)* M 
《Windows® XP Professional の測定値 

腔分0.000己 
(AAA) 

腔分0.0006 
(AAA) 

j 区分0.0007 
(AAA) 

腔分0.0008 
(AAA) 

j 区分0.0016 
(AA) 

電波障害対策 

VCCI Class 巳 

夕術寸法体体） 

98(W)X38 已 (D)x343(H)mm (スタビライヴ含まず)、 

220 (W)X38 己 (D)x343(H)mm (スタビライサ•含む）*16 

質量(本体）*1已 

約日. 2k 巨 

溫显度条件 

1□〜3已で、2□〜80〇/〇(ただし結露しないこと） 

インストール可能 0S *17*18 

Windows Vista® Enterprise(SP 1 )/Business(SP 1)/Home Basic(SPl)、 
Windows® XP Professional(SP2)/Home Edition(SP2) 

主な添付品 

ヴービスコンセント付き電源コード、スタビライヴ、アプリケーシ 
マニュアル CD-ROM、 印刷マニュアル類、保菌書他 

3ン CD-ROM/ 


*1： セレクションメニューを選択した構成での型名•型番については、本書の r 型番を控える』をご覧ください。 

* &プリインストールの Windows Vista® Business または Windows® XP Professional^ が' I ■では巧巧できません。 

* 3:グラフィックアクセラレータの持つ最大発色数です。 

* 4:グラフィックアクセラレータの持つ解像度および色数の能力であり、接続するディスプレイによっては、表示でさな 

いことがあります。 

* 氏音源再生には外付スピーカまたはスピーカを搭載したディスプレイが必要です。(本体ライン出力端子使用） 

* 8: USB 接続キーボードの USB 八ブを経由すると、 US 巨乾送速度が最大 12Mb 日 S に制限されます。 

* 1を搭載巧能なボードサイズは、日 4(W)xi 日 7(D)mm な内となります。 

*13: メモリ己1吕 MB、HDD 80GB (増設 HDD なし）、 CD-R/RW with DVD-ROM ドライブ、 FDD あり、 PS/2 109キー 
ボード、 PS/ 吕マウス(ボール)、 PCI Express グラフィックアクセラレータなしの構成で測定しています。 

*14: エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネまで定める複合理論性能で除 
したちのです。省エネ基準達成率の表示語 A は達成率100%け上200%未満、 AA は達成率200%む上已〇0%未滿、 
AAA は達成率已日0%な上を示します。 

* 15: メモ U 已1吕 MB、HDD 80GB、CD-R/RW with DVD-ROM ドライブ、 FD □あり、 PCI Exp 旧 ss グラフィックアクセ 
ラレータなしの構成での質量です。（キーボード、マウスの質量は含みません） 

* 1氏縦置さ時の足ながの突起物は含みません。 

*17:「 SP」 は 「Service PackJ の略称です。インストール巧能 OS 用ドライパは （） 巧の Service Pack のパージョンにてイ 
ンスI -- ル手順の確認をおこなっているものです。インストール巧能 0S を使用する場合は （） 巧の Service Pack を 
適巧してご使用くださし、別売の OS と Service Pack は別途入手がお要となります。 

* 18:インストール巧能 OS 用ドライバは本体に添付していません。 「http://nec8.com/J の上段ボタン中「サポート情報」 
一「ダウン□—ド•マニュアル」の r ダウン□—ド」の「インスIル可能 0S 用ドライパ(ヴポート 0S 用ドライバ)」一 
「インスI''ール可能 OS 用ドライパ(ヴポート 0S 巧ドライバ) J に順次掲載します。なお、インスIル可能 0S を利巧 
する際、インストール/添付アプリケーションや一部の機能が使用できない等、いくつか制限事項びあります。必ずご 
購入前に、 r インス!ル巧能 0 S をご利用になる前に必ずお読みくださしりをご覧になり、制限事項を確認してくださ 
い。 

* 吕&最大構成時の値は、セレクションメニューで選択可能な最大構成に加え、化張ポートおよび化張ス□ットをすべて占 
有した状態で算出した値です。 

*28: 最大 4 GB のメモリを搭載可能ですが、 PCI デバイス等のメモリ領域を確保するために、全ての領域を使用することは 
でさません。なお、装置構成によってご利用可能なメモ U 容量は異なります。 

*29: セレクションメニューで選択可能なディスプレイの最大お像度よりかさいお像度を選択した場合、？広大表示機能に 
よって夕字や線などの太さが不均一になることびあります。 

* 35:ビデオ RAM は、メインメモ U を使用します。ビデオ RAM 宮量は、搭載ずるメインメモ U の容量によって異なりまず。 
*36: 録音中にスピーカが引を起こす八ウリングを軽減する機能です。 

*37: ステレオマイク使用時にこの機能を有効にすると、マイクを向けていない方向か5のノイズを軽減させることびでき 
ます。 

*38: パソコン用マイクとして市販されているコンデンヴマイクやヘッドセットを推奨します。 

*44: 巧用出来る量子化ピットやサンプリングレートは、 0S や使巧するアプリケーションなどのソフトウェアによって異 
なります。 

* 45:周お数特性を保証する値ではありません。 

* 46:セレクションメニューにて「グラフィック系ボード J を選巧しない場合。 GeForce® 8400 GS を選択した場合は 

DV 卜に日ピン X 1となります。アナ□グ液晶ディスプレイに接続する場合はボード添巧のアナ□グ変換ケープルを 
使用します (1/0 プレート部搭載のアナ□グコネクタは使用できません）。デジタルディスプレイ用コネクタポード 
(DVI-D) を選択した場合は1/0プレート部搭載のアナ□グコネクタ（ミニ D-subl 己ピン）との同時使用は未サポート 
です。 

* 4スセレクションメニューにてデジタルディスプレイ用コネクタポード (DVI-D) を選択した場合は、デジタルフラットパ 

ネル信号出力 (TMDS)(D\/I-D 吕4ピンXI)と1/0プレート部搭載のアナ□グコネクタ（ミニ D-subl 巳ピンX1 ) の構 
成となります(同時使用は未サポートです)。 
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♦セレクシヨンメニユー*51 


型名*1 

MY 31 A / A - 己 MJ 24 R / A -5 

MJ 31 A / A - 己 MY 20 L / A - 己 

MY 28 A / A -5 MJ 20 L / A -5 

MJ 28 A / A - 己 MY 18 X / A -5 

MY 24 R / A - 己 MJ 18 X / A - 己 

再セットアップ用 

標準 

再セットアップ用バックアッフイメージを HDD に格納*の 

ァ—夕* 已 2 

選お可能 

再セットアップ用バックアッフイメージを HDD に格納* 53& 再セットアッフ用煤 
体添が日 6 

グラフィック系 
ボード 

ディスプレイ用 
コネクタ 

デジタルディスプレイ用コネクタボード （ DVI - D )* 77 



ビデオ 

RAM 

最大64〜28日 MB * 的 (Windows Vista ® の場合）、 

最大2己 6 MB * 日已 ( Windows ® XP の場合） 


グラフィック 
アクセラレータ 

NVIDIA ® GeForce ® 8400 GS (PCI Express xl 已） 



ビデオ 

RAM 

最大 320 〜 1，663 MB * s 9 (windows Vista ぉの場合)、 

2 己 6 M 日(メインメモリ己 12 MB の場合)、最大 512 M 日(メインメモリ1.024 MB 
しソ上の場合) *9°( Windows ® XP の場合） 

メモ IJ* 已 5 

己 12 MB 

DDR 2- SDRAM 、 PC 2 -己300、已1 2 MB DIMM X 1 


1 GB 

DDR 2- SDRAM 、 PC 2 -己300、已 12 MB DIMMX 2*57 


己 GB 

DDR 2- SDRAM 、 PC 2 -己300、1 ,024 MB DIMMX 2*57 


4 G 巳 

DDR 2- SDRAM 、 PC 2 -己300、1 ,024 MB DIMMX 4*57 

FDD 

3 .己型、 3 モード (720 K 日/1 .2 MB /1.44 MB ) 対応* so 

八ードディスク 

80 G 巳 

約 80 GB *58 、Serial ATA /300.7,200 rpm 、 SMART 機能対応 


160 GB 

約 1 巨 0 GB *58 、Serial ATA / 300、7,200 rpm 、 SMART 機能巧応 


320 GB 

約 320 GB *58 、Serial ATA / 300、7,200 rpm 、 SMART 機能巧応 

DVD / CDK ライブ 
♦61*62 

DVD - ROM * の* 扫4 

CD - ROM 読み込み:最大 40 倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - RW 読み込み： 
最大40倍速、 DVD - ROM 読み込み:最大16倍速、 DVD - Video 読み込み:最大8倍 
速、 DVD - R (1 層)読み込み最大8倍速、 DVD - R に層)読み込み:最大8倍速* 6 日、 
DVD + R (1 層)読み込み:最大8倍遠、 DVD + R に層)読み込み:最大8倍速、 DVD - 
RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み:最 
大5倍 速 * S 9 


CD - R/RW with 
DVD-ROM 

*63*64 ♦已巳 >66 

CD - ROM 読み込み:最大40倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - R 書き込み:最 
大40倍速、 CD - RW 読み込み:最大40倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大16倍速、 DVD - Video 読み込み:最大4倍速、 DVD-R ( 1層)読み 
込み愚大8倍速、 DVD - R に層)読み込み:最大8倍速が o 、 dVD + R (1 層)読み込み： 
最大8倍速、 D \/ D + R (2 層)読み込み:最大8倍速、 DVD - RW 読み込み:最大8倍速、 
DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み:最大5倍速が9 


DVD スーパーマルチ 
ドライブ 

*63*64 ♦已巳 #66 

CD - ROM 読み込み:最大40倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - R 書き込み:最 
大40倍速、 CD - RW 読み込み:最大40倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大16倍速、 DVD - Video 読み込み:最大 4.8 倍速、 DVD - R (1 層)読 
み込み:最大10倍速、 DVD - FKl 層)書き込み:最大16倍速* 67 、 DVD - R (2 層)読み 
込み:最大8倍速*日日、 DVD 书 （2 層)書き込み:最大8倍速* 72、 d \/ D + R 。 層)読み 
込み:最大10倍速、 DVD + R (1 層)書き込み:最大16倍速、 DVD + R (2 層)読み込み： 
最大8倍遠、 D \/ D + R (2 層)書き込み:最大8倍速、 DVD - RW 読み込み:最大8倍速、 
DVD - RW 書き換え：最大6倍速* SB 、 DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 書 
き換え最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み愚大12倍遠が 9、 dvD - RAM 書き換え:最 
大12倍速*が 

USB メモ U 

己 12 MB ( USB 2 .蝴応） 

セキュリティ機能 

Fel 忙 a ポート *74 

Fel 忙 a ポート(外付け） （ USB 接続、ケーブル長:約 70 cm )。 

OS □グオン昧スク IJ - ンセー八‘解除時などに Edy 機能を搭載した Fel に a 力ード 
による認証が可能。 

キーボード•マウス 

PS /2 109キーポード 
& PS /2 マウス诚-ル） 

J 旧標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付き、 PS /2 インター 
フェイス、かお寸法:4 已 6( W ) XI 69( D ) x 40( H ) mm 、 質量約 □.日 k 巨、 PS /2 マウ 
ス（ボール式、スク□ールホイール付を)添付 


テンキー付さ PS /2 
小型キーボード 
& PS /2 マウス诚-ル） 

J 旧標準配列(英数、かな)、テンキー付き、 PS /2 インターフェイス、外お寸法:384 
( W ) xi 己 4( D ) x 36( H ) mm 、 

質量:約 0.8 kg 、 PS /2 マウス(ボール式、スク□—ルホイール付を)添付 


USB 109キーボード 
& USB マウス(光センサー） 

J 旧標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付を、 USB 1.1 対応バス 
パワード八ブ (2 ポート ）*75、 USB インターフェイス、かお寸法: 472( W ) X 179 
の） x 39( H ) mm 、 質量約1 .2 k 巨、 

USB マウス(光センサー式* 76 、スク□-ルホイ-ル付き)添付 


指紋センサ機张巧を USB か 
型キーボード* 74 
& USB マウス(光センサー） 

J 旧標準配列(英数、かな)、テンキー付き、指紋センサ内蔵、 USB 1.1 対応バスパ 
つー ド A ブにポート ）*75*91、 usB インターフェイス、かお寸法: 435( W ) X 165 
の） x 41( H ) mm 、 質量湘 1.1 k 巨、 USB マウス(光センサー式*76、スク□-ルホ 
イール付を)添付 
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* 已1:セレクションメニュー中の各オプションは単体販売を行っていません。 

* 已&セレクションによっては、再セットアップ用媒体は添付されていません。再セットアップ用パックアップ媒体の購入 
方法は ht な):// nx - media . ssnet . co . jp / をご参照ください。 

* 已3: HDD 內の約 4 G 日 （ Windows ® XP では約 3 GB ) を再セットアップ領域としてが用しています。これ6の「再セット 
アップ用バックアップイメージ」を DVD - R (\ A / indows ® XP では CD - R ) 媒体に書き出す場合には、ご購入時にセレク 
ションメニューで DVD スーパーマルチドライブ ( Windows ® XP で CD - R 媒体に書き出す場合には CD - R/RW with 
DVD - ROM ドライブまたは DVD スーバーマルチドライブ)の選択が必要でず。 

* 已已：メモリを拡張する場合は、標準搭載されている増設 RAM ボードを取りがす必要がある場合があります。 

* 已スデュアルチヤネルに対応します。 

* 已8: 40 G 日が NTFS 、 残りも NTFS でフォーマット済みでず。また、最後の約 4 GB (\ A / indows ® XP は約 3 GB ) を再セット 
アップ領域として巧巧しています。 

* 60:追記モードで記録された DVD - R (2 層)ディスクの読み込みはサポートしていません。 

* 61:メディアの種類、フォーマット形式によっては記載の速度が出ない場合があ0ます。 

* 己をコピーコント□-ル CD など一部の音楽 CD の作成および再をができない場合があります。 

* 63:本体縦置時、 8 cmCD は使用でさません。 

* 64: DVD ビデオ再をツール rinterVideo ® WinDVD ® forNEC 」 が添付されまず。 

* 65: Windows Vista ® では書き込みツール 「Roxio Easy Media Creator ® 白」が、 Windows ® XP では書き込みツール 

PRoxio Easy Media Creator ® 白/ DLAJ び添付されまず。 

* 巨氏バッファアンダーランエラー巧止機能付さです。 

* 67: DVD - R は DVD-R for General Ver . 吕 .0/ 吕 .1 に準拠したディスクの書さ込みに対応しています。 

* 68: DVD - R 叫は DVD - RWVer . l .1/1.2 に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 

* 己白： DVD-RAM Ver . 吕 .0/2.1/ 吕.吕（片面 4.7 GB ) に準拠したディスクに対応しています。 DVD-RAM Ver . l (片面 
吕.日 GB ) はヴポートしていません。また、 Windows ® XP 標準でヴポートされるフォー マッ トは FAT 32 のみです。な 
お、カートリッジ式のディスクは使用できませんので、カートリッジなし、あるいはディスク取り出し巧能なカート 
リッジ式でディスクを取り出して使用してください。 

* 7を DVD - R に屬書き込みは、 DVD - Rfo「DL Ver . 3.0に準拠したメディアの書き込みに対応しています。ただし追記に 

は未対応でず。 

* 74:プリインストールの Windows Vista ® Business または Windows ® XP Professional ^ が' I ■では巧巧できません。 

* 75: US 巨コネクタか5100 mA む下の電流を消費する機器のみ接続できまず。また、 US 日2.0は未ヴポートです。 

*76: 光センサーマウスは、光巧のある白い面などの上で使用すると意図した通りに動作しない場合があります。その際は 

光学式マウスに対応したマウスパッドなどを別途ご巧意ください。 

*77: デジタルディスプレイ用コネクタボードを選巧した場合は、チップセットに内蔵のグラフィックアクセラレータ機能 
を使用します。 

* 呂〇: 1.2 MB への対応は、ドライバのセットアップび必要です(標準添付)。 1.44 MB むが (7 吕 0 KB /1.2 MB ) のフォーマッ 
卜はでさません。 

* 8己：ビデオ RAM は、メインメモリを使用します。ビデオ RAM 容量は、搭載ずるメインメモリの容量によって異なります。 

* 86:再セットアップ 0 S が Windows Vista ® の場合は DVD - ROM 、 Windows ® XP の場合は CD - ROM での提供となりま 

す。 

*89: ビデオ RAM のうち吕已己 MB はグラフィックボード上のメモリを使用します。また、システム全体とグラフィックスの 
負荷状態に応じて、メインメモリの領域を動的に巧用します。巧用可能なグラフィックスメモリの総宮量は搭載する 
メインメモリの容量によって異なります。また、ディスプレイドライバ変童により総容量が変わる場合びあります。使 
用可能なグラフィックスメモリの総容量とは 、 Windows Vista ® 上で一時的に使用する共有メモリやシステムメモリ 
を含んだ最大の容量を意昧します。 

* 白0:ラち2巳日 U 日はボード搭載のメモリを使用します。またシステムを体とグラフィックスの負荷状態に応じて、メイン 
メモリか50〜2已日 MB (メインメモリ1 . C )24 MBiU 上の場合は最大2已日 MB ) の領域を動のに使用します。 

*91: USB ポートのラち、ち測面1ポートは挿巧耐性を強化したコネクタを採用しています。 
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3 .タイプ MC (コンパクトタワー型) 


型名*1 

MY20L/C- 已 

MJ20L/C- 己 

MY18X/C- 已 

MJ18X/C-5 

CPU 




インテル® Pentium® デュアルコア.フ 
□セツサー E 2180 

インテル® Celeron® フ□セツヴー 

430 



ク□ック周波数 

2GHz 

1.80 GHz 



キャッシュ 
メモ U 

1巧 

インストラクション用 32K 日X2/デー 
夕用 32K 己 X2 

インストラクシヨン用 32KB/ データ用 
32KB 




欲 

1MB 

己 12KB 

システムバス 

800 MHz (メモ U ノ（ス :667MHz) 

チッフセット 

NVIDIA® GeForce 

苗 71 00/NVIDIA nF 口 rce@ 巨 30i 


最大メモリ（メインメモリ） 

2GB [DIMM ス□ット X2] 

表示機能 

グラフィックアクセラレータ 

チッフセットに內蔵 



ビデオ RAM 

最大128〜 799MB*26(Windows Vis ね®の場合)、 

最大2己 6MB*3s(Windows® XP の場合） 


表示を 
(辭像度） 

*29 

が付けディスプレイ 
接続時 

最大1,677万色* 3(1 ,巨 00X 1,200ドツトく UXGA>*4、 1,680X 1 .0 已〇ドツ 
h<WSXGA+>*4、 1 ,280X1 ,024ドット<SXGA>*4、 i,440x 曰〇〇ドット 
<WXGA+>*M ,024X7 己8ドツ h<XGA>、800x 巨〇〇ドツ h<SVGA>) 

サウンド機能 

音源/サウンド機能 

インテル® High Definition Audio 準拠(最大1日 2kHz/24 ビット*44、ステレオ 
PCM 同時録音再生機能、 MIDI 再生機能 [0S 標準])、 3D 才ーディオ (Direct Sound 
3D 巧応)、マイク機能(ノイズ抑制、音響エコーキャンセル*36、ビ—ムフォ—ミン 



スピーカ/スピーカ 
定格出力 

_ *6 



サウンドチップ 

Realtek 社製 ALC2 己2搭載 

通信機能 

LAN 

1 000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T、Remote Power On 機能標準装備 

インターフェイス 

USB(USB2.0 が） 

已(本体前面X 2、本体背面X 4) [USB 接続キーボード選択時、1ポートをキーボー 
ドで占有済] 



シリアル 

RS-232C D-sub9 ピン X 1、最高11已 .2kbps 対応 
《MY20L/C- 已および MY18X/C- 己のみ搭載 



パラレル 

セント□ニクス準拠 D-sub2 己ピンX1 
《MY20L/C- 己および MY18X/C- 已のみ搭載 



デイス 
プレイ 

アナ□グ 
RGB 

アナ□グ RGB セパレート信号出力 (7 已 n アナ□グインターフェイス)、 

ミニ D-subl5 ピン XI 



PS/2 

ミニ DIN 已ピン x2[PS/2 接続キーボード選択時、キーボードおよびマウスで占有 
剧 



通信関連 

RJ4 己 LAN コネクタXI 



サウンド 

関連 

マイク 

入力 

ステレオミニジャック XI *38 

(マイク入カインピーダンス 20kO 、入カレベル1 OOmVrms (マイクブースト有効 
時は己 mVrms)、 バイアス電圧 2.5V) 




ライン 

入力 

ステレオ=ニジャック XI 

(入カインピーダンス 20kn 、入カレベル1 Vrms) 




ヘッド 
フオン 

出力 

ライン出力と共用 

(対応へッドフォンインピーダンス1 60-1 00 nr 推奨320」*45、出力電力 
已 mW /32 n ) 




ライン 

出力 

ステレオ=ニジャック XI 

(出カインピーダンス 22 kn 、 出カレベル IVrms) 

ベイ 


巧蔵3.已型ベイ[空 
を] 

]ス□ット(標準 HD □で占ち済） [□] 



曰型ベイ[空を] 

1ス□ット （DVD/CD ドライブまたは FDD&DVD/CD ドライブ(薄型)で占ち済） 
脚 

電源 

AC1 0 0V± 10 口ん己0/已 OHz (入力波おは正弦波のみをヴポート） 

消費電力*1 3 (最大構成時*の） 

《Windows Vista® Business の測定値 

約 42W (最大約8己 W) 

約 43W (最大約 

7巨 W) 

約 44W (最大約 
77W) 

消費電力*13(最大構成時* 22) 

《Windows® XP Professional の測定値 

約 42W (最大約 
88W) 

約 42W (最大約 
91W) 

約 45W (最大約 
76W) 

約 43W (最大約 

7己 W) 

巧ホ目電力*1 3 (最大構成時* 2 2) 

《Windows Vista® Business の測定値 

約 43VA (最大約 
87VA) 

約 43VA (最大約 
88VA) 

約 44VA (最大約 
77VA) 

約4己 VA (最大約 

7白 VA) 

巧す目電力*13(最大構成時*の） 

《Windows® XP Professional の測定値 

約 43VA 應大約 
90VA) 

約 43VA 慮大約 
93VA) 

約 46VA 慮大約 
78VA) 

約 44VA (最大約 
78VA) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達な率)*14 
《Windows Vista® Business の測定値 

腔分0.0007 (AAA) 

腔分0.001己 (AA) 

エネルギー消養効率に007年度省てネ達成率)* M 
《Windows® XP Professional の測定値 

腔巧0.0007 (AAA) 

腔分0.0016 CAA) 

電波障害対策 

VCCI Class 巳 

夕術寸法体体） 

己 6(W)x343(D)x352(H)mm (スタビライヴ含まず)、 
188(\/\/い343(0)乂3已2(1~1)171171(スタビライヴ含む）*16 
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型名* 1 

MY 20 L / C - 已 

MJ 20 L / C - 己 

MY 18 X / C - 己 

MJ 18 X / C - 己 

質量(本体ド 15 

約；7.己 kg 

約 7. Ik 臣 

約 7.5 k 邑 

約 7. Ik 巨 

溫显度条件 

10〜3己で、2〇〜8び娩(ただし結露しないこと） 

インス1―ル可能 0S *17*18*21 

Windows Vista を、 Enterprise ( SPl )/ Business ( SPl)/Home Basic ( SPl )、 
Windows ® XP Professional ( SP 2 )/Home Edition ( SP 2) 

主な添付品 

サービスコンセント付を電源コード、スタビライヴ、アプ U ケーシヨン CD - ROM / 
マニュアル CD - ROM 、 印刷マニュアル類、保菌書他 


*1： セレクションメニューを選択した構成での型名•型番については、本書の r 型番を控える』をご覧ください。 

* 3:グラフィックアクセラレータの持つ最大発色数です。 

* 4:グラフィックアクセラレータの持つ解像度および色数の能力であり、接続するディスプレイによっては、表示でさな 

いことがあります。 

* 6:音源再生には外付スピーカまたはスピーカを搭載したディスプレイが必要です。（本体ライン出力端子使用） 

* 8: USB 接続キーボードの USB ノけ’を経由すると、 US 日乾送速度び最大 12 Mb 日 S に制限されます。 

* 13: メモ U 己 12 MB、HDD 80 GB 、 CD - R/RW with DVD-ROM ドライブ(薄型） （ MJ 20 L / C - 己および MJ 18 X / C •己は 

CD - R/RW with DVD - ROM ドライブ）、 FDD あり （ UJ 吕 OL / C - 已および MJ 18 X / C - 巳は FDD なし）、 PS /2 10白キー 
ボード、 PS / 吕マウス(ボール)の構成で測定しています。 

*14: エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除 
したちのです。省エネ基準達成率の表示語 A は達成率100%け上吕〇0%未満、 AA は達成率20 0% L ソ上日00%未滿、 
AAA は達成率己00%な上を示します。 

* 1己：メモ U 己 12 MB、HDD 80 GB 、 CD - R/RW with DVD-ROM ドライブ(薄型）（ MJ 20 L / C -已おぶび MJ ^ 8 X / C -5& 

CD - R/RW with DVD - ROM ) 、 FDD あり （ MJ 吕 OL / C - 已および MJ 18 X / C - 己は FDD なし）の構成での質量です。（キー 
ボード、マウスの質量は含みません） 

* 16:縦置を時の足む外の突起物は含みません。 

*17:「 SP 」 は 「Service PackJ の陪称です。インストール巧能 OS 用ドライパは （） 巧の Service Pack のパージョンにてイ 
ンストール手順の確認をおこなっているものです。インス I -- ル巧能 OS を使巧する塌合は （） 巧の Service Pack を 
適用してご使用くださし、別売の OS と Service Pack は別途入手び必要となります。 

* 18:インストール巧能 OS 用ドライバは本体に添付していません。 「 http :// nec 8. com / J の上段ボタン中「サポート情報」 
一 r ダウン□-ド•マニュアル」の「ダウン□ー ド」の「インストール可能 0 S 用ドライパ(ヴポート 0 S 用ドライバり一 
「インストール可能 0 S 用ドライパ(サポート 0 S 用ドライバ)」に順次掲載します。なお、インス I ル可能 0 S を利用 
する際、インストール/添付アプリケーションや一部の機能が使用できない等、いくつか制限事項びあります。必ずご 
購入前に、 r インス!ル巧能 OS をご利巧になる前に必ずお読みくださしリをご覧になり、制限事項を確認してくださ 
い。 

* 21 : Windows Vista ® をインス! -- ルする場合は、セレクションメニューで選択可能な DVD - ROM ドライブ、 CD - R/RW 

with DVD - ROM ドライブまたは DVD スーバーマルチドライブのいずれかが必要です。 

*22: 最大構成時の値は、セレクションメニューで選択可能な最大構成に加え、拡張ポートおよび拡張ス□ットをすべて占 
有した状態で算出した値です。 

* 2氏ビデオ RAM は、メインメモリを使用します。また、ビデオ RAM 容量は、搭載するメインメモリの容量によって異なりま 

す。出荷時の巳 I 0 S セットアップユーティリティの設定値は 64 MB になりまず （128 MB 、 2己 6 MB 還巧巧)。また、シス 
テムを体とグラフィックスの負荷げ態に応じて、メインメモリの領域を動的に使巧します。使巧可能なグラフィック 
スメモリの総容量は搭載するメインメモリの容量によって異なります。また、ディスプレイドライバ変更により総客 
量び変わる場合があります。使用可能なグラフィックスメモリの総容量とは 、 Windows Vista ® 上で一時的に使用す 
るな有メモリやシステムメモリを含んだ最大の宮量を意ほします。巧用可能なグラフィックスメモ U の総計とは、新 
たに Windows Vista ® で分類されたグラフィックスメモリを意昧します。グラフィックスメモリには専巧ビデオメモ 
U 、 システムビデオメモ U および共有システムメモ U すべてを含みます。 

* 29：セレクションメニューで選択可能なディスプレイの最大解像度よりかさい輯像度を選巧した場合、拡大表示機能に 

よって夕字や線などの太さが不均一になることびあります。 

*36: 録音中にスピーカが引を起こす八ウリングを軽減する機能です。 

*37: ステレオマイク使用時にこの機能を有効にすると、マイクを向けていない方向か5のノイズを軽減させることがでさ 
ます。 

*38: パソコン用マイクとして市販されているコンデンサマイクやヘッドセットを推奨します。 

* 3白：ビデオ RAM は、メインメモリを巧用します。また、ビデオ RAM 容量は、搭載ずるメインメモリの容量によって異なりま 

す。出荷時の巨 I 0 S セットアップユーティリティの設定値は 64 MB になりまず （128 MB 、2 已 6 MB 選択巧)。 

*44: 使用出来る量子化ビットやサンプリングレートは、 OS や使用するアプ U ケーションなどのソフトウェアによって異 
なります。 

* 4己：周お数特性を保証する値ではありません。 
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♦セレクシヨンメニュー*51 


型名* 1 

MY 20 L / C - 己 

MJ 20 L / C - 己 

MY 18 X / C - 已 

MJ 18 X / C -5 

再セットアップ用 

標準 

再セットアップ用バックアップイメージを HDD に格納*の 

イ ，とピ 

選肝可能 

再セットアップ用バックアップイメージを HDD に格納* 53& 再セットアップ用媒 
体添付* 86 

メモ IJ* 已 5 

已 12 M 己 

DDR 2- SDRAM , PC 2 -己300、已1 2 MB DIMM X 1 


1 GB 

DDR 2- SDRAM 、 PC 2 -己300、1 ,024 MB DIMMX 1 


2 G 巳 

DDR 2- SDRAM 、 PC 2 -己300、1 ,024 MB DIMMX 2 

FDD 

3 .己型、 3 モードロ 20 K 日/1 .2 MB /1.44 MB ) 対応* so 

八ードディスク 

40 G 巳 

約 40GB*58 、 Serial ATA /300, 7,200 rpm 、 SMART 機能対応 


aOGB 

約 80GB*58 、 Serial ATA /300, 7,200 rpm 、 SMART 機能対応 


160 GB 

約 1 巨 0 GB * 已日 、 Serial ATA / 300、7,200 rpm . SMART 機能巧応 

DVD / CDK ライブ 
♦61*62 

CD - ROM (薄型） 

CD - ROM 読み込み:最大 24 倍速、 CD - R 読み込み:最大24倍速、 CD - RW 読み込み:最 
大24ち速 


DVD - ROM * の* 巨4 

CD - ROM 読み込み:最大40倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - RW 読み込み： 
最大40倍速、 DVD - ROM 読み込み:最大16倍速、 DVD - Video 読み込み:最大8倍 
速、 DVD - R (1 層)読み込み愚大8倍速、 DVD - R に層)読み込み:最大8倍遠が D 、 
DVD + R (1 層)読み込み:最大8倍速、 DVD + R に層)読み込み:最大8倍速、 DVD - 
RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 読み込み:最大8倍遠、 DVD - RAM 読み込み:最 
大引音速 


CD - R/RW with 

DVD - ROM * の * 64*6 已 
♦ 66 

CD - ROM 読み込み:最大40倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - R 書き込み:最 
大40倍速、 CD - RW 読み込み:最大40倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大16倍速、 DVD - Video 読み込み:最大4倍速、 DVD-R ( 1層)読み 
込み:最大8倍速、 DVD - R に層)読み込み:最大8倍速* 6 d 、 dvD + R (1 層)読み込み： 
最大8倍遠、 D \/ D + R (2 層)読み込み:最大8倍速、 DVD - RW 読み込み:最大8倍速、 
DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み:最大5倍速*が 


CD - R/RW with 
DVD-ROM (薄型） 

*64*65 ♦已 6 

CD - ROM 読み込み:最大24倍速、 CD - R 読み込み:最大24倍速、 CD - R 書き込み:最 
大24倍速、 CD - RW 読み込み:最大24倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大8倍速、 DVD - Video 読み込み:最大4倍速、 DVD - R (1 層)読み 
込み愚大6倍速、 DVD - R に層)読み込み:最大4倍速が o 、 dVD + R (1 層)読み込み： 
最大6倍速、 D \/ D + R (2 層)読み込み:最大4倍速、 DVD - RW 読み込み:最大4倍速、 
DVD + RW 読み込み:最大4倍速、 DVD - RAM 読み込み:最大4倍速*已9 


DVD スーパーマルチ 
ドライブ 

*63*64 ♦ 已巳古 66 

CD - ROM 読み込み:最大40倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - R 書き込み:最 
大40倍速、 CD - RW 読み込み:最大40倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大16倍速、 DVD - Video 読み込み:最大 4.8 倍速、 DVD - R (1 層)読 
み込み:最大10倍速、 D \/ D - R ( l 層)書き込み:最大16倍速* 67 、 DVD - R (2 層)読み 
込み:最大8倍速*日日、 DVD 书 （2 層)書き込み:最大8倍速* 72、 d \/ D + R (1 層)読み 
込み:最大1□倍速、 DVD + R (1 層)書き込み:最大16倍速、 DVD + R に層)読み込み： 
最大8倍速、 D \/ D + R (2 層)書さ込み:最大8倍速、 DVD - RW 読み込み:最大8倍速、 
DVD - RW 書き換え:最大日倍速* SS 、 DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 書 
き換え:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み最大12倍速*が、 DVD - RAM 書き換え：最 
大12倍速*的 


DVD スーパーマルチ 
ドライブ(薄型） 

*64*65 ♦已 6 

CD - ROM 読み込み:最大24倍速、 CD - R 読み込み:最大24倍速、 CD - R 書き込み:最 
大24倍速、 CD - RW 読み込み:最大24倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大8倍速、 DVD - Vide □読み込み:最大4倍速、 DVD - R (1 層)読み 
込み:最大8倍速、 DVD - R (1 層)書き込み:最大8倍速* 67 、 DVD - R に層)読み込み:最 
大4倍遠* so 、 dVD - R (2 層)書き込み:最大4倍速* 72、 dvD + FI (1 層)読み込み:最大 

8倍速、 DVD + R (1 層)書き込み最大8倍速、 DVD + R に層)読み込み慮大4倍速、 
DVD + FK 2 層)書き込み:最大4倍遠、 DVD - RW 読み込み愚大8倍遠、 DVD - RW 書 
き換え最大6倍速* s 8、 dvD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 書き換え愚大8 
倍速、 DVD - RAM 読み込み:最大5倍速*が、 DVD - RAM 書き換え:最大5倍速* S 3 * 7 i 

キーボード•マウス 

PS /2 109キーポード 
& PS /2 マウス怖-ル） 

J 旧標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付き、 PS /2 インター 
フェイス、かお寸法: 456( W ) X 16 日 ( D ) x 40( H ) mm 、 質量約□.日 k 旨、 PS /2 マウ 
ス（ボール式、スク□—ルホイール付き)添付 


テンキーがさ PS /2 小型キー 
ボード 

& PS /2 マウス诚-ル） 

J 旧標準配列(英数、かな)、テンキー付き、 PS /2 インターフェイス、外お寸法:384 
( W ) xl 己 4( D ) x 36( H ) mm 、 

質量:約0.8 k 旨、 PS /2 マウス(ボール式、スク□ールホイール付を)添付 


USB 109キーボード 
& USB マウス(光センサー） 

J 旧標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付き、 USB 1.1 対応バス 
! のード A ブにポート ） *75、 USB インターフェイス、外形寸法:472 ( W ) X 179 
の） X 39( H ) mm 、 質量湘1 .2 k 巨、 USB マウス(光センサー式*フ®、スク□—ルホ 
イール付を)添付 


* 已1:セレクションメニュー中の各オフションは単体販売を行っていません。 

* 已吕：セレクションによっては、再セットアップ用媒体は添付されていません。再セットアップ用パックアップ媒体の購入 
方法は htt | D :// nx - media . ssnet . co . jp / をご参照ください。 

* 已3: HDD 巧の約 4 G 日 ( Windows ® XP では約 3 G 目）を再セットアップ領域として掩用しています。これ日の「再セット 
アップ用バックアップイメージ」を DVD - R ( Windows ® XP では CD - R ) 媒体に書き出す場合には、ご購入時にセレク 
ションメニューで DVD スーパーマルチドライブ ( Windows ® XP で CD - R 煤体に書き出す場合には CD - R/RW with 
DVD - ROM ドライブまたは DVD スーパーマルチドライブ)の選択が必要です。 
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* 己己：メモリを拡張する場合は、標準搭載されている増設 RAM ボードを取り外す必要びある場合びあります。 

* 已8: 40 GB ( HDD 40 GB の場合は 20 GB ) が NTFS 、 残りも NTFS でフオーマット済みです。また、最後の約 4 G 日 ( Windows ® 
XP は約 3 GB ) を再セットアップ領域として使用しています。 

* 60:追記モードで記録された DVD - R (吕層）ディスクの読み込みはサポートしていません。 

* 61:メディアの種類、フオーマット形式によっては記載の速度が出ない場合があ0ます。 

* 62:コピーコント□ール CD など一部の音楽 CD の作成および再生びでさない場合があります。 

* 63:本体縦置時、 8 cm 巳 D は使用できません。 

* 64: DVD ビデオ再をツール rinterVideo ® WinDVD ® forNEC 」 が添付されまず。 

* 65: Windows Vista ® では書を込みツール 「Roxio Easy Media Creator ® 白」が、 Windows ®' XP では書を込みツール 

PRoxio Easy Media Creator ® 白/ DLAJ が添付されます。 

* 己氏バッファアンダーランエラー防止機能付さです。 

* 己ス DVD - R は DVD-R for G 飢 eral Ver . 2.0/吕.1に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 

* 68: DVD - RW は DVD-RW Ver .1.1/1.2 に準拠したディスクの書さ込みに対応しています。 

* 己白： DVD-RAM Ver . 吕 .0/2.1/ 吕.吕（片面 4.7 GB ) に準拠したディスクに対応しています。 DVD-RAM Ver . l (片面 
吕.日 GB ) はサポートしていません。また、 Windows ® XP 標準でサポートされるフオーマットは FAT 32 のみです。な 
お、カートリッジ式のディスクは使用できませんので、カートリッジなし、あるいはディスク取り出し可能なカート 
リッジ式でディスクを取り出して使用してください。 

*71: DVD - RAM 1 2倍速メディアの書を込みはサポートしていません。 

* 7を DVD - R (吕層)書き込みは、 DVD - Rfo 「 DLVer . 3.0に準拠したメディアの書き込みに対応していまず。ただし追記に 

は未対応でず。 

* 7己： US 巳コネクタか5100 mAl ^ TF の電流を消費する機器のみ接続でさまず。また、 USB 2.0は未ヴポートです。 

* 7氏光センサーマウスは、光おのある白い面などの上で使巧すると意図した通りに動作しない場合があります。その際は 

光学式マウスに対応したマウスパッドなどを別途ご巧意ください。 

*80: 1.2 MB への対応は、ドライバのセットアップび必要です(標準添付)。 1.44 MB むが (7 吕 0 KB /1.2 M 目)のフオーマッ 
卜はでさません。 

* 86:再セツトアップ 0 S が Windows Vista ® の場合は DVD - ROM 、 Windows ® XP の場合は仁 D - ROM での提供となりま 

す。 
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セレクションメニューで選択できるディスプレイ仕様一覧 



20.1型高精細ワイ 
ド TFT 液晶ディスフ 
レイ 

(デジタル/アナ□グ 
共用） 

1日型ワイド TFT あ 
晶ディスプレイ 
(デジタル/アナ□グ 
共用） 

1日型 TFT 液晶ディ 
スフレイ 

(デジタル/アナ□グ 
巧用） 

17型 TFT 液晶ディ 
スフレイ 

(デジタル/アナ□グ 
共用） 

1己型 TFT アナ□グ 
液晶デイスフレイ 

セレクション 
メニューを 

20.1型高精細ワイ 

KTFT-LCD 

( WSXGA +) 

1曰塑ワイ KTFT - 
LCD 

( WXGA +) 

19型 TFT-LCD 
( SXGA ) 

17型 TFT-LCD 
( SXGA ) 

]已型 TFT アナ□グ 
-LCD 

型ち 

LCD 己□己 WXM 

LCD 194 WXM-V 

LC □白 3 VXM-V 

LCD 73 VXM-V 

LCD 已 2 VM-V 

概要 

20.1型高精細ワイド 
TFT 巧晶パネル、 

視野角拡大フイルム、 
フルカラー* 3 、 

ステレオスピーカ搭載 

19型ワイド TFT 液晶 
パネル、 

視野ち拡大フィルム、 
フルカラー* 3 、 

ステレオスピーカ搭載 

19型 TFT 液晶バネル、 
巧野ち拡大フィルム、 
フルカラー* 4 、 

ステレオスピーカ搭載 

17型 TFT 液晶バネル、 
巧野ち拡大フィルム、 
フルカラー* 4 、 

ステレオスピーカ搭載 

1己型 TFT 巧晶パネル、 
視野角拉:大フイルム、 
フルカラー*5、 

ステレオスピ~力搭載 

インターフェイス 

DVI - D に4ピン)、アナ□グ RG 巳ミニ D - subl 5ピン、ステレオライン入力 X 1 

アナ□グ RGB ミニ 
D - subl 5ピン、 
ステレオライン入力 
XI 

ドットピッチ 

0.2 己 8 mm 

0.284 mm 

0.294 mm 

0.264 mm 

0.297 mm 

解像度 

640 X 480 ドット"、 

日〇〇が〇日ドット"、 
1,024 X 768 ドットが、 
1,280 X 1.024 ドットが、 
1,680 X 1,0日0ドット 

泊 U 鹏） 

640 X 480 ドットが、 
800 X 60 日ドットが、 
1,024 X 768 ドット"、 
1.440 X 90 D ドット 
但動切畳） 

640 X 480 ドットが、 
80 DX 600 ドットけ、 
1,024 X 768 ドット"、 
1,280 XI ,024ドット 
但動鹏） 

640 X 480 ドット"、 
80 DX 600 ドット* 2 、 
1，024>(7日8ドット"、 
1,280 XI ,024ドット 
坦動切督） 

640 X 480 ドット"、 

8 D 日 X 60 D ドット"、 
1,024 >(768 ドット 
迫動切執 

ミ肖費電力 

約4己 W (サスペンド 
時約 SWOT ) 

約41 W (サスペンド 
時約 2 Wm 下） 

約 39 W (サスペンド 
時約2而下） 

約 32 W (サスペンド 
時約 2 W しソ下） 

約 23 W (サスペンド 
時約 2 W む下） 

皮相電力 

約白 OVA 

約 80 VA 

約7已 VA 

約 70 VA 

約 50 VA 

夕腑寸法 

約 471.4( W ) 
X 260.0( D)X 
360.9〜41□.日 
( H)mm 

約 439.4( W ) 
X 209.8( D)X 
34；7.1 ( H)mm 

約40已.已 ( W ) 
X 205.0( D)X 

405.己 ( H)mm 

約368.0 ( W ) 

X 20 已 .0( D)X 
381.5( H)mm 

約 344.6( W)x 

165(0) X 352.7 

( H)mm 

質量 

約7.已 kg 

約4.日 kg 

約 4.7 k 有 

約 4.3 k 有 

約 3.3 k 巨 

LCD ドット巧け*1 

0.0001己。/。政下 

0.00013%しソ下 

0.0001896け下 

0.00017% mT 

チルト 

上 2 cr 下已° 

スイブル 

左170° ち170° 1- 

製造元 

NEC ディスプレイソ IJ ユーシヨンズが 


* 1:ドット搁ブ割合の基準値は旧013406 -2 の基準に従って、副画素(サブピクセル)単位で計富しています。 

詳細は http :// nec 8. com / products / pc / lcddot.html をご参照ください。 

キ吕：拡大表示によってで字などの線の太さが不巧一になることがあります。 

* 3:ディザ U ングにより1,日77万色を実現しまず。 

キ 4:ディヴ IJ ングにより1,已70万色を実現します。 

* 己：ディザ U ングにより1,61白万色を実現します。 

* 6:ディスプレイの巧証は NEC ディスフレイソリューシヨンズ社の規定に基づきます。 

詳細は htt | D :// www . nec - dis 日 lay . com / products / display /3 y.html をご参照く ださい。 
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LAN 


•規格概要 


項目 

規格概要 

準拠規格 

ISO 8802-3 JEEE 802.3 JEEEa 02.3 uJEEE 802.3 ab 

ネットワークお態 

スター型ネットワーク 

伝送速度 

1000己 ASE - T 博用時：1000 Mbps 

100 BASE-TX 巧刷寺:100 Mbps 

10巨 ASE-T 使用時：1 0 Mbps 

伝送路 

1000曰 ASE - T 使用時: UTP カテゴ U 已 eULb 

100 BASE - TX 巧用時: DTP カテゴ U 已 

10巨 ASE - T 使用時: UTP カテゴし13または已 

信号伝送方式 

ベースバンド伝送方式 

ステーション台数 

最大1024台/ネットワーク 

ステーション間距離/ 

ネットワーク経路長※ 

1000 BASE - T : 最大約200 m /ステーシヨン間 

1 00 BASE - TX ： 最大約200 m /ステーシヨン間 

1 0 BASE - T : 最大約已〇 Om /ステーシヨン間 
最大1 00 m /セグメント 

メディアアクセス制御ち式 

CSMA/CD ち式 


※： u ピータの台数など、条件によって異なります。 


付録機能一覧 
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四 Windows Vis ね利用時の留意事頃 

Windows Vis ねご利用の際は、次の点にご留意ください。 


1. システムフォントは J 旧2004対応 


Windows Vista では システムフォン！'* 1、および IME け> な漢字変換モジュール）が 
JIS2004 (JIS X 0213:2004) 対応となります。 JIS 2004では Windows XP で採用してい 
る JIS90(JIS X 0208:1990)に比べて文字数が化張されており、かつ一部文字の字体が 
変更されております。そのため、従来の JIS90 環境と混在した場合、あ張された义きが 
表示/印刷されなかったり、字体が変わって表示/印刷されたりする場合があります。 
Windows Vista で JIS90 環境を巧用するためには、 マイクロソフト 社より提供される 
JIS90 互換 フォント* 2 を 適用し、かつ IME け > な漢字変換モジュール）の設定によりを 
換候補の文きを JIS90 の範囲に絞り过=むあ要があります。 

JIS90 互換フォントの人手方法じついては、 Windows Vista 情報ポータルサイト（下試 
じてご紹介しております。 

* 1 : Windows XP で电提供されていた 「 MS 巧朝 」、 「MS P 0 月朝 J 、「 MS ゴシック _]、 「MS P ゴシック_]、 
「MS UI Gothic 」 の5書体に加え 、 Windows Vis ねより新規追加された「メイリオ」。 

*2: 「メイリオ J については J 旧90互換フォントは提イ共されません。 

2. Internet Explorer 7使用上のま意 


Internet Explorer 7では従来の Internet Explorer 6 (な下 IE6) じ比べてタブブラウザ 
方式の採用や表示仕様の一部が変更されているため、 Web サイトによっては正しくま 
示できな t 、場合があります。また、セキュリティ«能の強化に伴い、従来の圧6とは一 
部動作が変わる場合もありますので、業務システムなどでご利用じなる場合はご注意 
ください。 

3. 通信設定は IPv6 


Windows Vista では通信プロトコルの標準設定は IPv6 となっており、 IPv6 で通信でき 
な t 、場合には従来の IPv4 で通信を斤う仕様になっております。そのため、工場化荷時 
のまま IPv4 しかが応していないネットワーク環境でご利用になる場合、動作が遅くな 
る場合があります。 

Windows Vista にはネットワーク設定で IPv6 を無効化する巧能が用意されておりま 
す。ご利用にあたっては、十分な評価を斤うことをお奨めします。 

設を方法じついては、 Windows Vista 情報ポータルサイト（下記)でご紹介しております。 


く NEC ビジネス PC 向け Windows Vista 情報ポータルサイト> 
http://nec8.com/products/vista.html 


84 


Windows Vista 利用時の留意事項 










MEMO 


MEMO 


MEMO 


ごま意 


(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしじ変更することがあります。 

(3) 本書の内容じついては万全を期して作成いたしましたが、巧一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気付 
きのことがありましたら、ご貝萬入元、または NEC 121コンタクトセンターへご連絡ください。落下、乱了 
本はお取り替えいたします。 

(4) 当社では、本装置の運用を理由とする損失、嫌失利益等の請求につきましては、 （3) 項にかかわらずいか 
なる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

(日）本装置は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、人命に関わる設備や機器、 
および高度な信頼性を必要とする設備や磯器などへの組み込みや制御等の使巧は意図されておりませ 
ん。これら設備や機器、刷御システムなどじ本装置を使用され、人身事故、財産損害などがをじても、当 
社はいかなる責任も負いかねます。 

(6) 海外 NEC では、本製品の保守•修理対応をしておりませんので、ご承知ください。 

り) 本機の内蔵"ードディスクにインストールされてI巧 Windows Vista、Windows XP および本磯に添付 
の CD-ROM、DVD- 区 OM は、本機のみでご使用ください。 

(8) ソフトウ: C アの全部または一部を著作権の許可なく複製したり、複製物を頒布したりすると、著作権の 
侵害となります。 

(9) ドウエアの保守情報をセーブしています。 

(10) 本書に記載されている内容は、このマニュアルの制作時点のものです。お問い合わせ先の齋口、住所、電 
話番号、ホームページの内容やアドレスなどが変更されている場合があります。あらかじめご了承くだ 
さい。 


Microsoft、Windows、Windows Vista および PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他 
の国における登録商標または商標です。 

Windows の正ま名称は、 Microsoft Windows Operating System です。 

インテル、 Intel、Celeron、 インテル Co 巧および Pentium はアメリカ合ホ国およびその他の国におけるインテ 
ルコーポレーションまたはその子会社の商標または登録商標です。 

PS/2 は、旧 M 社が所有している商標です。 

Core し InterVidecKWinDVD は Corel Corporation およびその関連会社の商標または登録商標です。 

©2008 Corel Corporation. All Rights Reserved. 

Adobe、 および Reader は合衆国およびその他の国における Adobe Systems Incorporated の商標または登録 
商標です。 

Roxio Easy Media Crea ね r および Sonic DLA は、 Sonic Solutions の登録商標です。 

TRENDM に RO、 およびウイルスバスターはトレンドマイクロ株式会社の登録商標です。 

Standby Rescue Multi は、株式会社ネットジャパンの商標です。 

NVIDIA、nVIDIA ロゴ、 GeForce は、 NVIDIA Corporation の商標または登録商標です。 

Phoenix は、 Phoenix Technologies Ltd. の登録商標です。 

「 Fel に a」 は、ソニー株式会社の登録商標です。 

「Fel に a」 は、ソニー株式会社が開発した非接触にカードの技術方式です。 

「Edy」 は、ビットワレット株式会社が管理するプリペイド型電子マネーサービスのブランドです。 
SecureBranch は日本電気株式会社の商標です。 

DeviceProtector および SecureRedirector は NEC パーソナルプロダクツ株式会社の登録商標です。 

その他、本マニュアルに記載されている会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 
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